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特
集　

夏
ま
つ
り

今
年
も
、
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

岳
の
幟
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
夏
の
祭
り
も
、

記
念
事
業
や
新
た
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
で
盛
り
だ
く
さ
ん
。

祭
り
真
っ
盛
り
の
上
田
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

岳の幟
別所温泉地区に伝わる珍しい雨

あま

乞
ご

いのお祭り
です。反物をくくりつけた竹竿（幟

のぼり

）を担いだ
行列が夫

お

神
がみ

岳
だけ

山頂から別所温泉まで練り歩
き、ささら踊りや三

み

頭
かしら

獅
じ

子
し

も奉納されます。
国の選択無形民俗文化財に指定され、今年は
504回目を迎えます。
●期日　７月13日㈰
●時間　行列・ささら踊り・三頭獅子
　　　　／午前８時ごろ～午後１時ごろ
●場所　夫神岳～別所温泉街
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

上田祇園祭
毎年、40近くの自治会から趣向を凝ら
したみこしや花車などが、中央商店街へ
繰り出し、盛大に行われる夏祭りです。
（関連記事P13）
●期日　７月19日㈯
●時間　みこし／午後１時～９時30分
●場所　上田中心市街地ほか
　上田祇園祭実行委員会
　　（上田市自治会連合会事務局）
　　TEL22・4100（内線1359）
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特集　夏まつり

保野祇園祭
1562年、武田信玄が穂

ほ

屋
や

野
の

にまちづくりをし、祇園祭を始め
させたと言われ、御

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列・保野獅
じ

子
し

・童
どう

女
じょ

のささら舞・
屋台ばやし・祭事の進行順序などが450年の古式を伝えていま
す。市指定無形文化財に指定されている伝統あるお祭りです。
●宵

よい

祭り　７月19日㈯午後７時30分～、保野公民館
●本

ほん

祭り　７月20日㈰午後４時～、塩野神社
　実行委員会（保屋野）　TEL38・3758

第37回上田わっしょい
昭和47年より開催されている市民の祭り。夕方から夜にかけて
自治会、企業、各種グループや学校単位など約１万人の市民が、
みこし、太鼓、踊りなどにより、真夏の夜を盛り上げます。今年
は37回目の開催になります。（関連記事P22）
●期日　７月26日㈯
●時間　みこし／午後４時～８時45分
　　　　踊り・太鼓／午後６時30分～８時45分
●場所　上田中心市街地
　上田わっしょい実行委員会（ 観光課内）　TEL23・5408
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第13回
信州爆水RUN in 依田川
川の中のレースのほか、うなぎ･鮎のつかみ取り、食のおもて
なしなどのイベントが盛りだくさんです。爆水RUNは環境に配
慮し、ごみの分別の徹底、減量に努めます。ご自分のはし、食
器の持参をお願いします。また、車の乗り合わせでの参加にご
協力をお願いします。
●期日　８月３日㈰
●時間　午前９時45分・９時55分・10時５分スタート
●場所　丸子総合グラウンド・依田川・内村川
●コース　鉄人コース（約８㎞・タイムトライアル制）、ずくだ

してGO!コース（約４㎞・タイムトライアル制）、ファ
ミリー・グループコース（約３㎞・指定タイム制）

●参加資格　鉄人コース・ずくだしてGO!コース／中学生以上
（未成年者は保護者の同意が必要）、ファミリー・
グループコース／小学生以上（小学生は保護者同
伴。幼児は保護者の責任において参加可）※グルー
プは５名まで。

●参加料　鉄人コース・ずくだしてGO!コース／2,000円、
　　　　　ファミリー・グループコース／小中学生500円・高校生以上1,000円、小学生未満無料
●申し込み　７月18日㈮必着。参加費を添えて実行委員会事務局へ。
　信州爆水RUN in 依田川実行委員会事務局（丸子総合体育館内）　TEL43・2250

第31回丸子ドドンコ
みこしや山車、法被や浴衣姿でにぎわう、丸子の夏を彩る一大イ
ベントです。
●期日　８月２日㈯
●時間　みこし／午後３時～、踊り／午後６時～
●場所　上丸子商店街
　 産業観光課　TEL42・1048

第37回丸子納涼花火大会
清流・依田川を彩る丸子の夏の風物詩です。
●期日　８月３日㈰
●時間　午後７時30分～　　●場所　丸子総合グラウンド
　丸子町商工会　TEL42・2213

第24回真田まつり
キャラクターショー、野外特設ステージイベント、
子どもイベント広場、消防ふれあい広場、みこし、
民謡流し、真田鉄砲隊演武のほか、フィナーレには
真田の夜を飾る花火大会が行われます。
●期日　８月２日㈯
●時間　午後１時～、花火は午後８時～
●場所　真田運動公園及びその周辺
　真田まつり実行委員会（ 産業観光課）
　　TEL72・2204
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UEDA  JOINT2OO8
歴史ある上田城跡を舞台に、今年も「UEDA J

ジョイント

OINT
2008」が開催されます。今年で７年目の開催とな
るUEDA JOINTは、世界的に活躍するミュージシャ
ンが集結し、それぞれ個性あるステージを繰り広
げます。また、会場では独創的な出店やライブペ
インティングなども行われます。
●期日　８月１日㈮～３日㈰
●時間　午前10時30分～午後９時30分（予定）
●場所　上田城跡公園
●入場　無料
●出演者　BEAT-RICE、blissed、Channel U（from NY）、Chicken Gravy（from NY）、地下鉄CREW、
　Chimp Beams（from NY）、DJ Cosmos、Cro-Magnon、Cutsigh、Dachambo、element of the moment（from 沖縄）、
　Freaky Machine、Gravity Free、DJ 光、犬式、JAH MOON、Keyco、MainSpace（from NY）、MANATHOL、
　DJ Marihito（from NY）、丸 倫徳、ngoma、North Mountain、OVERHEADS、Q-ill、らぞく、VJ Ryuke、
　DJ SAMATA、Speacloud、Spinna B-ill、TENGAKU、UKI、山仁＆Sagaraxxx and more
　※出演者は変更になる場合があります。
　UEDA JOINT実行委員会（白石）　TEL25・6333

特集　夏まつり

第21回
信州上田大花火大会
今年で21回目を迎える大花火大会は、千曲川の河畔を彩る上田の風物詩。
今年は５日に開催されます。スターマインを中心に、約8,000発の花火が
夏の夜空を華やかに彩ります。迫力満点の大花火をご堪

たん

能
のう

ください。
●期日　８月５日㈫荒天の場合は翌日
●時間　午後７時～８時30分（予定）
●場所　常田新橋下流300ｍ付近
●交通規制　午後６時30分から９時までの間、常田新橋が車両通行止め

となるほか、上田橋から小牧橋下までの右岸堤防道路と上
田橋から常田新橋までの左岸堤防道路は車両通行止めとな
ります。

●駐車場　無料駐車場はありません。ご来場には、公共交通機関をご利
用ください。

　上田商工会議所　TEL22・4500
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第50回上田七夕まつり
海野町商店街で行われる「上田七夕まつり」は、今年で50回目のメモリ
アルイベントを迎えます。商店街のイベントとしては県下最大級。東
西300ｍに約40店の参加店による、高さ15ｍの創意工夫を凝らした七
夕飾りが豪華に立ち並びます。期間中は、50周年オープニングイベン
ト、七夕飾りコンテスト、ビアホール、おもちゃ王国など、子どもか
ら大人まで楽しめる催しが盛りだくさんです。夏の風物詩・七夕まつ
りにお出かけください。
●期日　８月６日㈬～８日㈮
●飾り付け時間　６日㈬午前11時～午後９時30分
　　　　　　　　７日㈭午前10時30分～午後９時30分
　　　　　　　　８日㈮午前10時30分～午後４時30分
●場所　海野町商店街
●内容　50周年オープニングイベント／６日
　　　　七夕まつりコンテスト表彰式／６日
　　　　信州プロレス来場／７日
　　　　おばけ屋敷、おもちゃ王国、納涼ビアホール／６～８日
●その他　昔の七夕まつりの写真を募集します！お持ちの方はぜひご連絡ください。
　海野町商店街振興組合事務局　TEL22・9301

第27回武石夏祭り
●期日　８月12日㈫・14日㈭・15日㈮
●場所　武石地域自治センター周辺、武石グラウンドほか
●内容　12日／みこし・踊り・太鼓・他イベント各種
　　　　14日／親善ソフトテニス大会・親善グランドゴルフ大会・
　　　　　　　マレットゴルフ場無料開放・納涼大花火大会
　　　　15日／親善囲碁大会
　武石夏祭り実行委員会（ 産業観光課内）　TEL85・2828

まちなかお宝博物館
映画「ラストゲーム 最後の早慶戦」では、戦時下の厳しい情勢の中でも野球を愛してやまない
早稲田大学、慶応義塾大学の学生たちの姿が描かれており、早慶戦は東京六大学野球の中でも
伝統の一戦として今も続いています。その早慶戦の第１回目に上田市出身の学生が出場してお
り当時の写真が残っているなど、上田市は野球とのかかわりが深いまちでもあります。
メジャーリーガーのイチロー、岡島など、活躍中の選手が使用したユニフォーム、グラブ、シュー
ズなどを中心商店街で展示する「まちなかお宝博物館」を開催します。詳細は、広報うえだ７月
16日号でお知らせします。
●期日　８月１日㈮～９日㈯
●観覧時間　午前10時～午後７時（予定）　　 　 商工課　TEL23・5395

特集　夏まつり
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ロケ地・上田城跡公園野球場で
映画「ラストゲーム 最後の早慶戦」の
上映会を開催します。

●期日　８月９日㈯雨天決行
　　　　（ただし、台風など荒天の場合は中止）
●場所　上田城跡公園野球場
●開場　午後５時
●信濃グランセローズイベント　午後６時（予定）
●舞台あいさつ（神山征二郎監督と出演者）
　　　　　　　　　　　　　　　午後７時（予定）
●上映開始　午後８時（午後９時30分・上映終了）
●チケット　先着1,000名
　　　　　　高校生以上1,000円（現金を添えてお申し込

みください）、中学生以下無料（事前に各チ
ケット取扱所にお申し込みください）

●発売開始日　７月９日㈬
●チケット取扱所
　（午前８時30分～午後５時30分、土・日・祝日を除く）
上田市観光会館２階観光課、市役所本庁舎２階商工課、
丸子・真田・武石地域自治センター産業観光課、塩田・
川西・豊殿地域自治センター、上田文化会館、丸子文化
会館、教育委員会第二庁舎文化振興課
●持ち物
　イス席のご用意はありませんので敷物をお持ちくださ
　い。雨具、下足用ビニール袋をお持ちください。
　※イスの持ち込みはご遠慮ください。
●駐車場
会場周辺の駐車場に限りがありますので、なるべく公
共交通機関をご利用ください。
●注意
公共施設での上映会のため、アルコール類及び食べ物
の持ち込みはご遠慮ください。
　信州上田フィルムコミッション
　　 観光課
　　TEL23・5408
　　http://www.ueda-cb.gr.jp/fc/

　戦時下の1943年10月、出征する早稲田大学、慶応義塾大学の野球部学生が万感を胸に戦った「最後の早慶戦」。この
一戦が、神

こう

山
やま

征
せい

二
じ

郎
ろう

監督により映画化されました。昨年11月、市民ら延べ2,000人のエキストラが参加してロケが行
われた上田城跡公園野球場で、８月23日の全国公開に先駆けて、先行上映会を開催します。上田城跡公園野球場が持っ
ている「昭和」の世界が、実際に試合が開催された早稲田大学野球部の戸塚球場として映画の中でよみがえっています。
戦時下にもかかわらず、野球に打ち込んだ学生の情熱と夢をノスタルジックな野球場で体感してください。
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都
市
づ
く
り
の
課
題
に
対
応

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
20
年

後
の
姿
を
見
据
え
た〝
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
〞で

す
。

　

こ
こ
数
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
は

じ
め
、
地
球
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
自
然
環
境
の

保
全
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
上
田
市
が
地
域
の
個
性
を
生
か

し
、
よ
り
魅
力
あ
る
住
み
や
す
い
都
市
と
し
て

発
展
で
き
る
よ

う
に
、
都
市
づ

く
り
の
課
題
に

対
応
し
た
土
地

利
用
の
あ
り
方

や
、
都
市
施
設

の
整
備
方
針
な

ど
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

●社会的な動向の変化●
（国内外における変化）
  人口減少　　地球環境問題
少子高齢化　　低炭素社会

「
地
域
の
個
性
が
輝
く
生
活
快
適
都
市〝
上
田
〞」を
め
ざ
し
て

〜
上
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
〜

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て
、
上
田
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
、

そ
の
概
要
を
３
回
に
分
け
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。
初
回
は
基
本
理
念
や
都

市
づ
く
り
の
目
標
、
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都市づくりの課題

●都市づくりの主要課題●
①集約型の土地利用への誘導　
②地域資源の保全と上田らしさを伝え残す景観形成
③安全で安心して暮らせる環境づくり　　④自然環境の保全　
⑤産業の発展を支える環境づくり 　　⑥良好な住環境の保全･形成
⑦都市の一体性と地域間の交流を支える道路ネットワークの充実
⑧多彩な地域資源の連携による観光都市づくり
⑨歩行者や自転車が安全快適に通行でき、公共交通の利便性が高い交通環境の整備

都市計画マスタープラン素案の説明会を開催します
　本プランについて、素案の内容をご説明し皆さんからご意見をお伺いするため、説明会を開催します。
川西地域 ７月 25日㈮ 川西公民館大ホール
上田中央地域 ７月 29日㈫ 上田中央公民館大会議室
上田城南地域 ７月 31日㈭ 上田創造館文化ホール
丸子地域 ８月 ７日㈭ 丸子文化会館小ホール
武石地域 ８月 26日㈫ 武石公民館コミュニティホール　
上田西部地域 ８月 28日㈭ 西部公民館大ホール
真田地域 ８月 29日㈮ 真田公民館大ホール　
神科･豊殿地域 ９月 １日㈪ 上野が丘公民館大ホール
塩田地域 ９月 ２日㈫ 塩田公民館大ホール
●時間　全会場 午後7時開会

都市計画マスタープランに関するご意見をお寄せください
　本プランの素案の内容を公表するとともに市民の皆さんからのご意見を募集します。
●意見募集期間　７月22日㈫～９月５日㈮
●素案の閲覧場所　①市役所及び各地域自治センターの行政資料コーナー
　　　　　　　　　②西部公民館、城南公民館　③都市計画課　④市役所ホームページ
●意見の提出方法
　意見書には、住所、氏名、電話番号を記入して、次のいずれかの方法で提出してください。
　①郵便（〒386-8601住所不用）市役所都市計画課あて　　②FAX23・8247
　③電子メール（tosikei@city.ueda.nagano.jp）
　※電話での受け付けはしませんのでご了承ください。

●都市計画に関する当面の課題●
・都市計画区域の見直し　　・用途地域の見直し　　・都市計画道路の見直し
・より良い空間をつくる都市計画制度の活用

（上田市における変化）
住宅や商業施設の郊外拡散と中心市
街地空洞化、合併による市域の拡大

都市計画
マスタープラン
市民と行政が一体
となって進めるまち
づくりの土台です
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都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

　

上
田
市
は
、
雄
大
な
高
原
や
山
々
の
緑
・
清

ら
か
な
河
川
な
ど
豊
か
な
自
然
と
、
上
田
城
を

は
じ
め
多
く
の
歴
史
・
文
化
遺
産
、
商
工
業
・

農
林
業
な
ど
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
な
ど
に

大
変
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
魅
力
と
風
格
に
あ
ふ
れ
る
地
域

の
個
性
を
生
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を

持
っ
て
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
、
ま
た
、「
住

ん
で
み
た
い
」「
行
っ
て
み
た
い
」と
思
わ
れ
活

気
あ
る
交
流
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
づ
く
り
の
目
標

　

基
本
理
念
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ

く
り
に
向
け
た「
目
標
」と
、
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の「
方
針
」を
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら

定
め
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
は
、
上
田
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
ば

か
り
で
な
く
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

に
も
、
店
舗
・
病
院
・
学
校
・
公
民
館
な
ど
の

施
設
が
集
ま
り
、
地
域
の
日
常
生
活
が
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
都
市
的
な
資
産
を
生
か
し
た
拠
点
集
約
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
長
期
的
に
人
口
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い

中
で
は
、
田
畑
や
里
山
へ
の
開
発
を
で
き
る
だ

け
抑
え
、
農
地
や
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
、

今
あ
る
市
街
地
・
集
落
内
に
建
築
を
誘
導
し
て

い
く
こ
と
が
、
上
田
市
全
体
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
活
力
維
持
の
た
め
に
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

地域の個性が輝く生活快適都市“上田”
～魅力あるふるさと  活気ある交流  風格ただようまち～

基本理念

〈目標に向けた方針〉
⑴だれもが安全で安心して生活できる都市づくり
　●災害に強い都市づくり
　●拠点集約型都市構造の実現に向けた公共交通の充実
　●だれもが安全に安心して利用できる施設づくり
⑵住み心地の良さを実感できる都市づくり
　●地域特性に応じた良好な居住環境の保全･形成
　●憩いと潤いを感じられる緑の創出
　●暮らしやすさを支え地域ニーズに対応した施設づくり

〈目標に向けた方針〉
⑴恵まれた地域資源を大切にする都市づくり
　●豊かな自然環境の保全と活用
　●上田らしさと地域の個性を伝える景観の保全と育成
　●みんなで守り育てる自然と景観
⑵人々が交流し、にぎわいあふれる都市づくり
　●多彩な地域資源が相乗効果を発揮する観光･交流空間の充実
　●上田市の発展を支える産業基盤の充実
　●拠点集約型都市構造の実現に向けた拠点の形成

〈目標に向けた方針〉
⑴地域の特色や個性をはぐくむ土地の利用
　●既存ストックを生かした拠点集約型都市構造の実現
　●にぎわいと活力ある中心市街地の充実
　●自然との共生に配慮した、地域特性にふさわしい土地利用
⑵市域全体の多様な都市活動を支える道路網の整備
　●都市の一体性と地域間の交流･連携を支える幹線道路網の形成
　●快適な都市活動を支える生活道路の充実

都市づくりの目標３
豊かな自然・文化にふれながら市内どこでも

「安全・快適に暮らせる都市」

都市づくりの目標２
多彩な地域資源の有効活用と相乗効果により

「人々の交流をはぐくむ都市」

都市づくりの目標１
計画的な生活基盤づくりにより

「新市全体の土地利用と地域の利便性を高める都市」

自然 歴史

文化

地域の
個性

安全
安心

産業
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応募資格 　７月31日㈭までに、上田市で125cc以下の原付バイク（ミニカーを除く）
の登録を行なう方、または行なっている方。
希望ナンバーの範囲 　50cc以下／A1～A1500まで（110～115は除く）、51～90cc以
下／V1～V250まで（100～119は除く）、91～125cc以下／X1～X250（110～112は
除く）
応募期間 　７月１日㈫～31日㈭必着
申込方法 　市ホームページに掲載している申込書または任意の用紙に現在のナン
バー、住所、氏名、電話番号（昼間の連絡先）、FAX番号、希望ナンバーを記入の
うえ市役所税務課、または丸子・真田・武石地域自治センターの市民生活課窓口
へ持参、または郵送してください。FAX・電子メールも受け付けます。なお、申
し込みは一人一つの番号とします。
ナンバーの決定 　希望ナンバーが重複した場合は、抽選により決定します。抽選
会は８月８日㈮午後７時から、市役所南庁舎５階（第３・４会議室）で行ないます。
当選の結果は、８月上旬に郵送で通知します。
ナンバーの交付 　当選書、旧ナンバープレートと引き換えで順次交換します。た
だし、３か月以内に交換しない場合は当選を取り消します。
希望ナンバー以外のナンバープレート交付

　希望者には旧ナンバープレートと引き換えに、若い番号から順次交付します。
交付・交換手数料 　新ナンバープレートの新規交付、旧ナンバープレートとの交換はいずれも無料。
その他 　ナンバーを交換した場合には、それぞれ加入している自賠責の保険会社への変更手続きが必要です。
ご加入の保険会社へお問い合わせください。
　 税務課　TEL23・5169　FAX22・4136　　Eメール　zeimu@city.ueda.nagano.jp

原付バイクのナンバープレートが独自デザインに
期間限定で希望ナンバーの申し込みを受け付け

　上田市ではこのたび、県下初の取り組みとして、六文銭をあしらった上田市オリジナルの原付バイクナ
ンバープレートを製作しました。ナンバープレートの形は上田城の櫓

やぐら

をモチーフにしており、色は排気量
により白、黄、ピンクに分けられます。デザインに「上田らしさ」を取り込むことで、動く広告塔として全
国に上田をＰＲし、観光振興に役立てることを目的としています。
　新しいナンバープレートへの交換や交付は、この８月から順次行なっていく予定で、交換は無料です。
また、これを記念し、期間限定で希望ナンバーの申し込みを受け付けます。この機会にぜひご応募ください。
　安全運転に心掛け、さわやかな風を感じながら、上田をどんどんアピールしてください。

　毎年恒例の市民水泳記録会を開催します。学校の授業やクラブ活動、夏休み中のプールで鍛えた泳力
アップの成果をこの記録会で試してみませんか。

開催日時 　８月24日㈰午前８時30分～午後２時（予定）　
場　所 　自然運動公園プール　　 参加資格 　市内在住・在勤・在学の方
種　目 　自由形、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ（いずれの種目も中学生・高
校生の部は50ｍと100ｍ、その他は50ｍのみ）、200ｍリレー（小学生、中学生、
高校生、一般）
部　門 　①小学校低学年、②小学４年、③小学５年、④小学６年、⑤中学生、
⑥高校生、⑦30歳未満、⑧30歳以上、⑨40歳以上、⑩50歳以上、⑪60歳以上、
⑫70歳以上の計12部門。エントリーは一人２種目まで（リレーには参加可）。
参加費 　一人500円（保険代含む）
申し込み 　７月31日㈭までに参加費を添えて体育課、または丸子総合体育館、
真田・武石地域教育事務所まで。なお、小学生は各学校で受け付けます。
　 体育課　TEL23・6372

集え!! 泳力自慢
上田市民水泳記録会参加者募集
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　上田市では、人権が尊重されるまちづくりに向けて現在、「上田市人権施策基本方針」の策定に取り組んで
います。昨年11月に「上田市人権尊重のまちづくり審議会」へ諮問し、このたび基本方針の素案ができました。
そこでその内容を公表するとともに、素案に対する市民の皆さんからのご意見を募集します。
意見募集期間 　７月１日㈫～31日㈭
素案閲覧場所 　市役所本庁舎行政資料コーナー、各地域自治センター行政資料コーナー、市民プラザ・ゆう、市内９か
所の公民館、生涯学習課及び教育委員会行政資料コーナー、上田図書館、丸子金子図書館、上田情報ライブラリー及び
上田市ホームページ。
意見提出方法 　郵送（〒386-0014　上田市材木町1-2-2「市民プラザ・ゆう」内）、またはFAX（23・5393）、Ｅメール
（jinkendanjo@city.ueda.nagano.jp）で。書式自由。
　 人権男女共同参画課　TEL23・5393

初心者でも楽しめる能楽の世界
第12回上田城跡能開催

人権が尊重されるまちづくりに向けて
上田市人権施策基本方針に関する意見募集

　上田市では、花づくりを通じて、美しく潤いのある快適なまちづくり、地域づくりを
進めるため、「上田市花と緑のまちづくりコンクール」を開催しています。
　昨年、初めて新市全域を対象としたコンクールとして開催。計59件の応募があり、個
人を含む13団体が表彰されました。
　日ごろから自宅の庭や自治会の花壇で花づくりをされている皆さん、自慢の花畑を多
くの方に披露してみませんか？ たくさんのご応募をお待ちしています。
対　象 　市内で花を育てている個人・団体、自治会、老人会、育成会のほか、事業所や学校、保
育園・幼稚園など。
応募方法 　市役所公園緑地課、または丸子・真田・武石地域自治センターの建設課にある応募
用紙に必要事項を記入し、写真を添えてご応募ください。
募集期間 　７月22日㈫～８月18日㈪　　 　 公園緑地課　TEL23・5134

花と緑あふれる潤いのまちづくり
第２回上田市花と緑のまちづくりコンクール応募者募集

　上田の夏の風物詩「上田城跡能」を開催します。今年は、能公演「鞍馬天狗」への市内小学生の
出演や、能楽の基礎的な解説講座なども予定しています。日本の伝統芸能をぜひこの機会にお
楽しみください。
日　時 　８月23日㈯午後２時～５時15分（能楽講座は午後０時30分～１時15分）
場　所 　上田市民会館大ホール
演目（出演）　能「蝉

せみ

丸
まる

」（観
かん

世
ぜ

恭
やす

秀
ひで

）、狂言「栗
くり

焼
やき

」（三
み

宅
やけ

右
う

近
こん

）、能「鞍
くら

馬
ま

天
てん

狗
ぐ

」（観
かん

世
ぜ

喜
よし

正
まさ

）
鑑賞券 　Ａ席3,500円、Ｂ席3,000円（全席指定。能楽講座は入場無料）
プレイガイド 　琴光堂、上田市民会館、上田文化会館、丸子文化会館、真田公民館、上田
市教育委員会第二庁舎
発売開始 　７月８日㈫
関連イベント 　上田市立博物館では、市指定文化財「浜村家能面コレクション」のうち、今
回の能演目で使用する能面と同種のものを中心に数点を展示します。こちらもあわせてご
覧ください（鑑賞券購入者は、公演日のみ入館無料）。
　 文化振興課　TEL23・6361

��
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お
知
ら
せ

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
で
保
健
所
か
ら
平
成

20
年
７
月
現
在
、
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。
小
児

慢
性
特
定
疾
患
で
、
医
療
受
診
券
を
お

持
ち
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。　

●
支
給
金
額　

１
万
円（
支
給
は
年
１
回

で
今
回
の
申
請
の
み
）　

●
申
請
期
限　

７
月
31
日
㈭

●
申
請
方
法　

市
役
所
福
祉
課
、
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
の
担
当
窓
口
に
見
舞
金

申
請
書
と
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
３
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

介
護
保
険
料
の
納
付
と

減
額
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

７
月
か
ら
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納

め
る
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
20
年
度
介
護

保
険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
現
金
で

納
め
る
方
は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
さ
れ
る

納
付
書
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
か

ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
に

は
、
８
月
下
旬
に
年
額
及
び
10
月
以
降
の

介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
額　

①
〜
⑤
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
は
、
第
１
段
階
へ
の
減
額

を
行
い
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
９
月
ま
で
の
申
請
者
は
４
月
か

ら
、
10
月
以
降
の
申
請
者
は
申
請
月
か

ら
、
減
額
を
行
い
ま
す
。

　

①
保
険
料
区
分
が
第
２
段
階
、
②
前
年

の
年
収
が
世
帯
員
一
人
あ
た
り
に
つ
き

48
万
円
以
下
、
③
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
、
④
同
一
敷
地
内
に
親
族

が
居
住
し
て
い
な
い
、
⑤
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
な
い

●
申
請
に
必
要
な
書
類　

介
護
保
険
料
減

額
申
請
書
、
年
金
受
給
者
の
方
は
年
金

支
払
通
知
書（
は
が
き
）の
写
し

※
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
６
２
４
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
１
５

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
住
民
票
・

印
鑑
証
明
書
の
発
行
休
止

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
証
明
書
発

行
の
う
ち
、住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
み
、

シ
ス
テ
ム
点
検
の
た
め
休
止
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。。

●
休
止
期
間　

７
月
19
日
㈯
〜
21
日
㈪

※
市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
、
上
田
創
造
館
の
自
動
交
付

機
は
、通
常
ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

上
田
・
丸
子
・
武
石
地
域

肺
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診

　

肺
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
は
、
身
体
に
Ｘ
線

を
ら
せ
ん
状
に
あ
て
肺
を
輪
切
り
撮
影
す

る
検
診
で
す
。
従
来
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
よ
り

肺
が
ん
の
発
見
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
期
日
／
場
所　

８
月
25
日
㈪
／
丸
子
保

健
セ
ン
タ
ー
、
同
27
日
㈬
／
塩
田
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
、
同
28
日
㈭
・
同
29
日

㈮
／
中
央
公
民
館
、
９
月
１
日
㈪
／
上

田
創
造
館
、
同
２
日
㈫
／
上
野
が
丘
公

民
館

●
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

●
対
象　

上
田
・
丸
子
・
武
石
地
域
に
住

所
の
あ
る
50
・
55
・
60
・
65
・
70
・
75

歳
の
方（
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
21
年

３
月
31
日
の
間
に
迎
え
る
年
齢
）。
す

で
に
各
種
検
診
申
込
書
で
肺
が
ん
検
診

を
申
し
込
ん
だ
方
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用
の
方

は
、主
治
医
の
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

１
日
約
１
０
０
名（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

●
受
診
料　

３
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製

は
が
き
を
除
く
）で

・
往
信
面
表
面
／
丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
を

希
望
の
場
合
は（
〒
３
８
６

－

０
４
０
４

上
田
市
上
丸
子
１
６
０
０

－

１
）同
保

健
セ
ン
タ
ー
あ
て
。
そ
の
ほ
か
の
会

場
を
希
望
の
場
合
は（
〒
３
８
６

－

８
６
０
１
住
所
不
要
）上
田
市
役
所
健

康
推
進
課
あ
て
。

・
往
信
面
裏
面
／
申
込
者
の
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号
⑤
生
年
月

日
⑥
希
望
日

・
返
信
面
表
面
／
申
込
者
の
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名

・
返
信
面
裏
面
／
無
記
入

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈫
必
着

●
注
意
事
項　

は
が
き
は
一
人
１
枚
で
。

今
月
の
表
紙

　６月１日、菅平高原カントリー
フェスティバルが開かれ、市内外か
ら訪れた家族連れなどでにぎわいま
した。カントリーフェスティバルは、
高原に緑のシーズンの到来を告げる
イベントで、毎年６月の第１日曜日
に行われ、今年が22回目の開催とな
りました。
　恒例の牛の丸焼きや山菜の天ぷら
などの模擬店のほか、フリーマー
ケットやふれあいミニ動物園、ジャ
ンケン大会、シャボン玉パフォーマ
ンス、フラメンコ、菅平高原太鼓な
どの催しを、晴れ渡った高原の空の
もとで大勢の方が楽しみました。

高原に緑のシーズン到来

お
知
ら
せ

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

申
込
者
に
は
、
詳
細
に
つ
い
て
後
日
通

知
し
ま
す
。
希
望
日
に
そ
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

　
　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

　
　

武
石
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
６
７

福
祉
医
療
受
給
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

　

次
の
方
は
、
７
月
31
日
㈭
で
お
手
元
の

受
給
者
証
が
使
え
な
く
な
り
、
新
し
い
受

給
者
証
に
更
新
さ
れ
ま
す（
い
ず
れ
も
所

得
制
限
あ
り
）。

　

①
心
身
に
重
い
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

（
手
帳
な
ど
の
等
級
や
所
得
に
よ
り
制
限

あ
り
）、
②
母
子
家
庭
な
ど（
高
等
学
校
卒

業
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
一
人
親
世

帯
、
ま
た
は
両
親
が
い
な
い
高
等
学
校
卒

業
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
）、
③

父
子
家
庭（
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
一
人
親
世
帯
）、
④
67
〜
69

歳
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

な
お
、
現
在
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

改
め
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
所
得
限
度
額
を
超
え
た
こ
と
で
更

新
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
中

に
受
給
者
証
や
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
、
市
役
所
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
は
、

す
で
に
有
効
期
間
ま
で
の
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
更
新
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
（
内
線
１
６
０
９
）

所
得
税
の
予
定
納
税
を

お
忘
れ
な
く

　

所
得
税
の
予
定
納
税
が
必
要
な
方
に

は
、
６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら「
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
第
１
期
分
の

金
額
が
納
税
す
る
額
で
す
。
納
期
限
は
、

７
月
31
日
㈭
で
す
。

　

ま
た
、
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を
す
る

場
合
は
、
７
月
15
日
㈫
ま
で
に「
予
定
納

税
額
の
減
額
申
請
書
」を
税
務
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

７
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
心
豊
か
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
市
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

　

長
野
県
の「
平
成
19
年
中
の
少
年
補
導

の
概
況
」に
よ
る
と
検
挙
・
補
導
さ
れ
た

青
少
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
減
少
傾
向
で

す
が
、
刑
法
犯
少
年
の
う
ち
の
女
子
の
割

合
が
前
年
の
23
％
か
ら
25
％
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
刑
法
犯
少
年
の
31
％
が

万
引
き
で
す
。
上
田
・
丸
子
警
察
署
管
内

の
刑
法
犯
少
年
は
、
18
年
に
比
べ
る
と
や

や
増
加
で
、
そ
の
約
59
％
が
初
発
型
非
行

（
万
引
き
、
自
転
車
盗
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、

占
有
離
脱
物
横
領
）で
す
。

　

青
少
年
が
非
行
に
陥
る
前
に
、
地
域
の

一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
目

を
向
け
、
見
守
り
や「
愛
の
一
声
」を
か
け

る
こ
と
が
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

月
間
中
、
地
域
に
お
け
る
街
頭
補
導
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
少
年
補
導
委
員

の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
環
境
浄
化
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
活
動
の
際
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

催
し

第
10
回
あ
じ
さ
い
祭
り

　

塩
田
平
の
前
山
寺
か
ら
塩
野
神
社
ま
で

の
あ
じ
さ
い
小
道
に
咲
く
、
３
万
本
を
超

え
る「
額
あ
じ
さ
い
」を
ゆ
っ
く
り
散
策
し

な
が
ら
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

７
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
場
所　

山
王
山
公
園
・
塩
田
城
跡
あ
じ

さ
い
広
場
・
あ
じ
さ
い
小
道

●
内
容　

両
日
／
小
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
午
前
10
時
／
あ
じ
さ
い
広
場
へ
集
合
）。

・
19
日
午
後
３
時
〜
７
時
／
山
王
山
公
園

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
楽
器
演
奏
、
太
鼓
演

奏
、
沖
縄
民
謡
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
。

・
20
日
／
恒
例
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
撮

影
会（
午
前
９
時
／
塩
田
の
館
で
受
付
）

※
無
料
駐
車
場「
塩
田
城
跡
あ
じ
さ
い
広

場
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

塩
田
の
館　

TEL
38
・
１
２
５
１

お知らせ
上田祇園祭の交通規制
●日時　７月19日㈯午後５時30分～９時30分

　中央市街地の交通が規制されます。
　市民の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
　上田祇園祭実行委員会
　　（上田市自治会連合会事務局）
　　TEL22･4100（内線1359）

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
　
　

ご
み
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を
！

お
知
ら
せ
／
催
し

��
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池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

10
周
年
記
念
特
別
講
演
会

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
開
館
10
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
北
川
央
氏（
大
阪

城
天
守
閣
研
究
副
主
幹
）に
よ
る
特
別
講

演
会「
大
坂
の
陣
を
め
ぐ
る『
虚
』・『
実
』」

を
開
催
し
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

７
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
か
ら

地
球
環
境
を
考
え
る

　

夏
休
み
・
親
子
体
験
学
習
講
座「
調
べ

て
み
よ
う
！　

ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
温
暖
化

〜
染
屋
台
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
か
ら
地
球
環

境
を
考
え
る
〜
」で
、
上
田
が
涼
し
く
快

適
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
予
定
）

●
集
合
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

●
内
容　

①
お
話「
上
田
の
ま
ち
は
な
ぜ

暑
い
？
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
と
み

ど
り
の
役
割
」（
講
師
／
浜
田
崇
氏
・
長

野
県
環
境
保
全
研
究
所
研
究
員
）、
②

体
験
学
習「
測
っ
て
み
よ
う
！
ま
ち
の

中
・
森
の
中
の
温
度
、考
え
て
み
よ
う
！

ま
ち
を
涼
し
く
す
る
方
法（
中
央
公
民

館
〜
染
屋
の
森
）」

●
定
員 

30
名（
小
学
生
以
上
の
子
ど
も

さ
ん
と
保
護
者
。
大
人
だ
け
の
参
加
も

可
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
ほ
か

●
申
し
込
み　

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
公
園
緑
地
課
へ
。

●
締
め
切
り　

７
月
23
日
㈬

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

幼
児
教
育
講
演
会
を
開
催

　

運
動
療
法
士
の
鷲
巣
国
彦
先
生
を
講
師

に
招
い
て
、「
幼
少
期
に
お
け
る『
動
作
神

経
』の
発
達
に
つ
い
て
」と
題
し
、
実
技
を

交
え
た
講
演
を
開
催
し
ま
す
。
直
接
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

　

上
田
市
保
育
園
・
公
立
幼
稚
園
保
護

者
会
連
合
会（
小
熊
）

　
　

TEL
26
・
１
３
９
９

真
田
地
域
で
上
田
の
す
て
き

発
見
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

身
近
に
あ
る
す
て
き
な
建
造
物
や
庭
、

景
観
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩

き
、｢

上
田
の
す
て
き
賞｣

に
選
定
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
12
日
㈯
午
前
９
時
45
分
〜

午
後
０
時
30
分（
予
定
）雨
天
決
行

●
集
合
場
所　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

正
面
玄
関
前（
午
前
９
時
30
分
）

●
主
な
コ
ー
ス　

横
尾
〜
戸
沢
〜
石
舟

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
・
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

７
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、
人
数
、

電
話
番
号
を
上
田
の
す
て
き
会
へ
。

●
路
線
バ
ス
の
ご
案
内　

上
田
駅
前
発
午

前
９
時
↓
真
田
中
学
校
前
着
９
時
23
分

　

上
田
の
す
て
き
会（
田
島
）

　
　

TEL
／
FAX
27
・
６
８
９
３

小
県
医
師
会

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
時　

７
月
６
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

―

ど
う
い
う
病
気
」（
池
田
宇
一
氏
・
信

州
大
学
医
学
部
付
属
病
院
医
師
）、
講

演「
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
安
心
の

医
療
を
め
ざ
し
て
」（
篠
崎
次
男
氏
・
元

立
命
館
大
学
客
員
教
授
）、
市
健
康
推

進
課「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に

つ
い
て
」、
映
画
鑑
賞
。

　

小
県
医
師
会　

TEL
24
・
１
０
２
２

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
キ
ッ
ズ
・

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
８

　
「
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
キ
ッ
ズ
・
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
２
０
０
８
〜
め
ざ
せ
グ
ラ
ン
プ

リ
〜
」を
開
催
し
ま
す
。「
笑
い
」の
ア
ニ
メ

作
品
を
作
っ
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
め
ざ
そ
う
！

●
開
催
期
日　

８
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰

の
３
日
間（
１
〜
２
日
目
は
１
泊
２
日
、

３
日
目
は
日
帰
り
）

●
制
作
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
高
校
生

●
コ
ー
ス
／
内
容（
定
員
）　

粘
土
ア
ニ
メ

班
／
十
勇
士
ク
ラ
ブ
の
指
導
で
粘
土
や

紙
で
キ
ャ
ラ
と
背
景
を
作
っ
て
、
パ
ソ

コ
ン
で
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
！（
10
名
）、

デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
班
／
作
楽
ク
リ
エ
イ

ト
有
限
会
社
の
指
導
で
、
自
分
で
描
い

た
絵
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
こ
ん
で
デ
ジ

タ
ル
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
！（
５
名
）

※
ど
ち
ら
の
班
も
、
完
成
作
品
を
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ（
テ
ー
マ「
笑

い
」
／
12
月
１
日
結
果
発
表
）の
動
画

部
門
へ
応
募
し
ま
す
。

●
参
加
費　

１
万
円（
指
導
料
、
宿
泊
費

な
ど
）

●
申
込
締
切　

７
月
22
日
㈫
必
着

●
申
し
込
み　

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

氏
名
・
性
別
・
学
校
・
学
年
・
住
所
・

電
話
番
号
・
希
望
す
る
班
・
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
へ
の
抱
負
・
保
護
者
の
名
前
を

記
入
、押
印
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い（
希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

　
　

http://w
w
w
.um
ic.jp/08sschool/

‘08
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
長
野
国
際

ゴ
ス
ペ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

催
し

��



　

写
真
は
真
田
町
傍
陽
の
三
島
神
社
本
殿
に
安

置
さ
れ
て
い
た
、
御み

正し
ょ
う

体た
い（
懸か
け

仏ぼ
と
け

）で
す
。
ご
神

体（
鏡
）に
仏
像
が
表
さ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

仏
像
は
頭
髪
の
部
分
に
十
面
の
顔
が
あ
り
、

本
体
と
合
わ
せ
て
十
一
面
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
十
一
面
観

音
が
表
現
さ
れ
た
御
正
体
は
、
真
田

の
山や
ま

家が

神
社
に
も
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
菅
平
高
原
の
四あ
ず
ま
や
さ
ん

阿
山
頂
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
白は

く

山さ
ん

権ご
ん

現げ
ん

が
、
仏
に

姿
を
変
え
て
人
間
界
に
現
れ
た
の
が

十
一
面
観
音
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
三
島
神
社
の

御
正
体
も
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
御
正
体
は
仏
像
を
浮
き
彫
り
で
作
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
十
面
の
顔
を
は
じ
め
、
細

か
い
部
分
は
線
刻
で
表
す
な
ど
、
古
い
制
作
技

法
が
見
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
平
安
時

代
後
期（
９
０
０
年
く

ら
い
前
）の
も
の
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
全
国

的
に
み
て
も
た
い
へ

ん
古
く
、
例
が
少
な

い
も
の
で
す
。
ま
た
、

お
だ
や
か
で
優
美
な
姿
の
仏
像
を
鏡
面
い
っ
ぱ

い
に
作
っ
て
お
り
、
美
術
品
と
し
て
も
た
い
へ

ん
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

三
島
神
社
は
養
蚕
の
神
様
で
、
江
戸
後
期
か

ら
明
治
時
代
に
は
大
勢
の
参さ
ん

詣け
い

者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
十
一
面
観
音
は
養
蚕
信
仰
と
は
あ
ま

り
関
係
が
な
く
、
こ
の
御
正
体
が
三
島
神
社
に

安
置
さ
れ
た
理
由
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

こ
の
た
び
、
教
育
委
員
会
は
こ
の
御
正
体
を
上

田
市
指
定
文
化
財
と
し
、
保
護
活
用
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
現
在
、
信
濃
国
分
寺
資
料

館
で
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

う
え
だ
見
聞
録

銅
製
御
正
体
が
新
た
に
市
指
定
文
化
財
に

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
２

至長野

卍

小牧橋

信濃国分寺

至東御

信濃国分寺駅
国分寺史跡公園

展示場所
（信濃国分寺資料館）

●
日
時
／
場
所　

７
月
18
日
㈮
午
後
６
時

〜
・
７
時
〜
・
８
時
〜
／
上
田
駅
前
、

同
19
日
㈯
午
後
７
時
〜
・
８
時
〜
／
柳

町
※
い
ず
れ
も
30
分
間
で
入
場
無
料
。
雨
天

の
場
合
は
中
止
。

◇
ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
日
時（
内
容
）　

初
日
／
７
月
19
日
㈯
正

午
受
付
、
午
後
１
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
、
午
後
１
時
30
分
講
演
・
布
施

え
い
じ
氏（
東
京
ソ
ウ
ル
マ
テ
ィ
ッ
ク

ス
）、
二
日
目
／
同
20
日
㈰
午
前
10
時

講
演
・
布
施
え
い
じ
氏
、
午
後
２
時
講

演
・
亀
渕
友
香
氏
、
午
後
４
時
30
分
閉

会
式

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
第
一
研
修
室

●
参
加
費　

６
５
０
０
円（
宿
泊
希
望
の
場

合
は
プ
ラ
ス
５
０
０
０
円
）、
二
日
目
の

み
参
加
の
場
合
は
３
５
０
０
円
。

　

上
田
事
務
所（
瀧
塚
）　

　
　

TEL
24
・
７
２
２
４

　

県
工
科
短
大
２
０
０
８

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
時　

７
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
内
容　

入
試
説
明
会
、各
科
展
示
デ
モ
、

入
試
案
内
コ
ー
ナ
ー
、
公
開
体
験
授
業

（
生
産
技
術
科「
パ
ソ
コ
ン
で
３
Ｄ
の

世
界
を
体
験
し
よ
う
！
」、
制
御
技
術

科「
音
楽
を
マ
イ
コ
ン
で
自
在
に
作
ろ

う
！
」、
電
子
技
術
科「
競
技
用
自
律
型

ロ
ボ
ッ
ト
の
し
く
み
」、
情
報
技
術
科

「
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
を
使
っ
て
み
よ
う
！
」）

●
送
迎
バ
ス　

行
き
／
上
田
駅
温
泉
口
発

午
後
０
時
30
分
・
１
時
30
分
、
帰
り
／

工
科
短
大
正
門
前
発
午
後
３
時
・
４
時
。

別
所
線
大
学
前
駅
か
ら
は
徒
歩
約
30
分
、

駐
車
場
あ
り
。

　

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
事
務
局

　
　

TEL
39
・
１
１
１
１

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

手
品
シ
ョ
ー

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
手
品
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
に
よ
る
手
品
に
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い（
入
館
料
必

要
）。

●
日
時　

７
月
24
日
㈭
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

上
田
演
劇
塾
に
よ
る
朗
読
劇

赤
神
と
黒
神

●
日
時　

７
月
12
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
定
員　

70
名

●
料
金　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
ま
で
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

長
野
病
院
附
属
看
護
学
校
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

①
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

看
護
師
を
め
ざ
し
て
い
る
、
県
内
の
高

校
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
30
日
㈬
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
０
時
10
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
25
分

②「
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
」体
験

　

白
衣
を
着
て
み
た
い
、
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ

プ
を
つ
け
て
み
た
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
み
た
い
と
い
う
小
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

●
日
時　

７
月
31
日
㈭
午
前
９
時
15
分
〜

11
時
30
分

●
対
象　

小
学
５
・
６
年
生
お
よ
び
保
護

者（
要
相
談
）

●
参
加
費　

１
０
０
円

●
申
し
込
み　

①
②
と
も
７
月
15
日
㈫
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
で
長
野
病
院
附
属

看
護
学
校
へ
。

　

長
野
病
院
附
属
看
護
学
校

　
　

TEL
27
・
９
７
９
３

花
咲
く
夏
の
高
原
と

自
然
を
楽
し
む
会

　

自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内

で
、
２
０
０
種
類
以
上
の
夏
の
高
山
植
物

が
咲
き
誇
る
花
畑
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
現
地
集
合
）

●
場
所　

美
ヶ
原
高
原（
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
〜
思
い
出
の
丘
）

●
定
員　

25
名（
一
般
・
親
子
連
れ
）

●
費
用　

２
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
登
山
の
で
き
る
服
装
、
履
物
、
雨
具
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
３
・
31
・
２
８
０
７

本
と
お
は
な
し
の
会
に

あ
そ
び
に
き
ま
せ
ん
か

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、
手

づ
く
り
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
毎
回
内

容
を
変
え
て
行
い
ま
す
。
絵
本
が
も
っ
と

好
き
に
な
る
催
し
で
す（
無
料
）。

●
日
時
／
場
所　

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜

日
／
上
田
図
書
館
、
毎
月
第
４
土
曜
日

／
上
田
創
造
館
図
書
室
。
い
ず
れ
も
午

前
10
時
30
分
〜（
40
分
程
度
）。

●
対
象　

未
就
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

上
田
社
会
教
育
大
学

公
開
講
演
会

●
日
時　

７
月
12
日
㈯
午
後
１
時
15
分
〜

３
時
20
分

●
場
所　

上
田
図
書
館
２
階
大
会
議
室

●
演
題　

上
田
城
も
の
が
た
り
巻
之
壱

●
講
師　

尾
崎
行
也
氏（
当
大
学
歴
史
学

科
講
師
）、
平
野
勝
重
氏（
当
大
学
文
学

科
講
師
）

●
入
場
料　

無
料

　

上
田
社
会
教
育
大
学
事
務
所（
竹
内
）

　
　

TEL
28
・
７
５
３
２

日
中
友
好
条
約
提
携

30
周
年
記
念
講
演
会

●
日
時　

７
月
20
日
㈰
午
後
４
時
40
分
〜

●
場
所　

さ
さ
や（
中
央
２
丁
目
）

●
演
題　
「
中
国
の
現
状
と
今
後
」（
聴
講

催
し

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

無
料
）

●
講
師　

沈ち
ん

浩こ
う

氏（
復ふ
く

旦た
ん

大
学
教
授
）

※
終
了
後
の
懇
親
会
は
希
望
者
の
み（
要

事
前
申
し
込
み
）

　

日
中
友
好
協
会
・
你ニ
ー
ハ
オ好
会
事
務
局

　
　
（
池
上
）　

TEL
22
・
３
３
６
０

キ
エ
フ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

バ
レ
エ「
白
雪
姫
」

●
日
時　

７
月
31
日
㈭
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト（
全
席
指
定
）　

一
般
３
０
０

　

０
円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０
円

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
文
化
会
館　

TEL
42
・
０
０
０
１

　
　「

何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
」

こ
う
す
れ
ば
子
は
育
つ

●
日
時　

７
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
時
間
／
内
容　

午
後
１
時
〜
２
時
20
分

／
公
開
授
業「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
の
た
め
に
」比
田
井
和
孝（
当
校

教
諭
）、
午
後
２
時
35
分
〜
４
時
10
分

／
講
演
会「
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
！

こ
う
す
れ
ば
子
は
育
つ
」西
沢
つ
か
さ

氏（
放
送
作
家
）

●
定
員　

５
０
０
名（
車
い
す
席
あ
り
）

　

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　
　

TEL
22
・
０
２
５
５

お知らせ
安心は耐震診断から催

し

　最近発生した中国四川省の大地震や、６月14日の岩手・宮城内
陸地震では多数の被害が生じました。また、平成７年の阪神・淡
路大震災においては昭和56年以前の古い耐震基準で建てられた建
築物に大きな被害がありました（グラフ参照）。

　市では、地震の発生に備え、平成18年度から一戸建て木造住宅
を対象に、無料の耐震診断と耐震改修の助成制度を行っています。
地震の発生に備え、ご自宅の耐震診断や耐震改修を考えてみませ
んか？
●対象住宅　次の条件をすべて満たす木造住宅
　（申し込みができるのは建物の所有者となります）
①昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した住宅
②個人所有の一戸建て住宅
　（店舗併用住宅の場合は２分の１以上が住宅であること）
③在来工法の木造住宅
　（ツーバイフォー工法や非木造の住宅は該当しません）
●診断申込　市役所建築指導課窓口にある｢上田市住宅耐震診断
士派遣申込書｣及び「納税状況調査同意書」（市のホームページに
も掲載）に必要事項を記入のうえ、提出してください。申し込
み後、県で登録された耐震診断士（民間の建築士）を派遣します。
●耐震補強工事　耐震診断の結果、耐震補強が望ましいと判定さ
れた住宅の所有者で、耐震補強工事を行う場合は、耐震補強工
事費の２分の１（限度額60万円）の助成を行います。ただし、助
成には所得制限があります。詳しくは、お問い合わせください。

●相談窓口　お気軽に市役所建築指導課までお越しください。
　 建築指導課　TEL22･4100（内線1545･1546）

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室

親
子
歴
史
体
験
教
室

20
年
度
参
加
者
を
募
集

　

回 期　日 時間 内　　　　容
１ ８月１日㈮ Ｃ 縄文土器や耳飾りを作ろう
２ ８月３日㈰ Ｃ 黒曜石の矢じりやペンダントを作ろう
３ ８月５日㈫ Ｃ 弥生時代の壷や銅たくを作ろう
４ ８月７日㈭ Ａ 平出遺跡や松本市立考古博物館の見学
５ ８月９日㈯ Ｃ 人物や家などの埴輪を作ろう
６ ８月11日㈪ Ｄ 信濃国分寺跡や資料館を探検しよう
７ ９月28日㈰ Ｄ 鎌倉時代について学ぼう
８ 11月２日㈰ Ｂ ドングリやトチの実で古代食を作ろう
９ 11月８日㈯ Ｃ 奈良時代の信濃国分寺の瓦を作ろう
10 11月22日㈯ Ｄ 博物館や上田城を探検しよう

●
時
間　

　

Ａ
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

Ｂ
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　

Ｃ
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

Ｄ
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
募
集
対
象　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
た
だ
し
７
回
目
は
中
学
生
以
上
）

●
募
集
人
員　

毎
回
30
名（
た
だ
し
４
回

目
は
22
名
、
８
回
目
は
50
名
募
集
）

●
参
加
費　

一
人
各
回
１
０
０
円（
４
回

目
は
大
人
の
み
３
９
０
円
の
別
途
施
設

入
館
料
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

７
月
３
日
㈭
か
ら
電
話
で

信
濃
国
分
寺
資
料
館
ま
で
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館　

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

普
通
救
命
講
習
会

●
日
時　

７
月
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時

●
場
所　

川
西
消
防
署
２
階
会
議
室

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
、
骨
折
・
出
血
時
の
対
応
な
ど

●
定
員　

30
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
20
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
川
西
消
防
署
救
急
係
へ
。

　

川
西
消
防
署　

TEL
31
・
０
１
１
９

特
別
講
座

子
ど
も
と
携
帯
電
話

　

子
ど
も
が
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
こ
と

で
起
こ
る
、
架
空
請
求
・
メ
ル
友
・
出
会

い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
危
険
性
や
、
デ
ジ
タ

ル
万
引
き
・
盗
撮
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
と

そ
の
対
策
、
こ
れ
か
ら
携
帯
を
使
っ
て
い

く
う
え
で
必
要
な
こ
と
な
ど
を
お
話
し
し

ま
す
。
夏
休
み
前
に
親
子
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
前
に
、

持
つ
前
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
対
象　

親
子（
お
子
さ
ん
だ
け
、
大
人

だ
け
で
の
参
加
も
可
能
）

●
定
員　

20
組（
要
事
前
申
し
込
み
）

●
料
金　

無
料

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

夏
休
み
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

　

山
本
鼎
が
主
張
し
た
、「
自
分
が
直
接
感

じ
た
も
の
が
尊
い
」を
鼎
が
か
か
わ
っ
た

絵
画
や
農
民
美
術
を
通
し
て
体
感
し
ま
せ

ん
か
。

●
期
日　

①
絵
画
教
室
／
７
月
26
日
㈯
、

８
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
、
②
木
彫
教
室

／
７
月
27
日
㈰
・
28
日
㈪
・
29
日
㈫

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
講
師　

①
近
藤
恒
昭
氏（
美
術
科
指
導

主
事
）、
②
清
水
義
博
氏（
記
念
館
木
彫

教
室
講
師
）

●
対
象　

上
田
市
及
び
近
郊
の
小
中
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

●
内
容　

①
②
共
通
／
セ
ミ
ナ
ー
「
山
本

鼎
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
」、
①
絵
画
表

講
座
・
教
室

お知らせ 岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

義
援
金
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
14
日
に
岩
手
・
宮
城
で
発

生
し
た
地
震
に
対
す
る
義
援
金
を

受
け
付
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
義
援
金
箱
設
置
場
所　

市
役
所
、

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
市
内

８
か
所

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
３
０

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

現
活
動（
下
絵
・
素
描
・
作
品
化
・
鑑
賞
）、

②
木
彫
り（
図
案
作
成･

彫
り
・
仕
上
げ
・

鑑
賞
）

●
持
ち
物　

①
②
共
通
／
４
Ｂ
鉛
筆
、
古

新
聞
、
ボ
ロ
布
、
昼
食
、
飲
み
物
、
①

絵
の
具
セ
ッ
ト（
ク
レ
パ
ス
、
ク
レ
ヨ

ン
可
）、
②
彫
刻
刀
一
式（
希
望
者
に
は

実
費
で
斡
旋
／
１
５
０
０
円
程
度
）

●
材
料
費　

一
人
５
０
０
円（
３
回
分
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

７
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
ま

で
に
山
本
鼎
記
念
館
へ
電
話
で（
16
日

は
休
館
）。

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

第
４
回
カ
ラ
ダ
・
げ
ん
き

健
康
教
室
参
加
者
募
集

　

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
作
り
に
、
楽

し
く
一
緒
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
し
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

７
月
15
日
㈫
、
８
月
１
日
㈮
・

26
日
㈫
、
９
月
２
日
㈫
・
30
日
㈫
の
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分（
全
５
回
）

●
場
所　

あ
い
そ
め
の
湯
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

ボ
ー
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た

貯
筋
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
有
酸
素
運
動
な
ど

（
対
象
／
20
歳
以
上
の
市
民
）。

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈪
よ
り
電
話
で

受
け
付
け
。

●
参
加
費　

無
料（
教
室
後
入
浴
希
望
の

方
は
利
用
料
５
０
０
円
が
別
途
必
要
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

講
座
・
教
室

募集
平成21年度採用上田市職員を募集
●採用予定日　平成21年４月１日
●第一次試験　９月21日㈰午前８時受付開始、午前８時30分試験開始
●受験申込　８月４日㈪～10日㈰の午前９時～午後５時
　市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ、受験者本人が下記の必要書
類を持参してください（郵送は不可）。土・日曜日も受け付けます。

●必要書類
①受験申込書（人材開発課または各地域自治センターにあります）
②履歴書（高校在学者は全国高等学校統一用紙を使用し、そのほかの方は
配付するものを使用）

③80円切手を張った定形封筒（規格／長形３号、合否連絡用、受験者のあ
て名を記入）

④保健師・保育士区分の受験者は各免許証の写しまたは修了（卒業）見込
証明書

　※受験申込書及び履歴書は、市のホームページからダウンロードでき
ます。

●試験区分（採用予定人員はすべて若干名）
試験程度 試験区分 受験資格 試験科目

大学卒業
程度

一般行政事務
昭和53年４月２日以降に生まれた
方 教養試験

専門試験

土木技術
建築技術

保健師 昭和48年４月２日以降に生まれた
方で保健師の資格を有する方　※

助産師 昭和48年４月２日以降に生まれた
方で助産師の資格を有する方　※

教養試験
適性検査

短期大学
卒業程度

保育士Ａ 昭和58年４月２日以降に生まれた
方で保育士の資格を有する方　※

教養試験
専門試験保育士Ｂ（実務

経験者対象）

昭和24年４月２日以降に生まれた
方で保育士の資格を有し、保育所
の保育士または幼稚園の教諭とし
て実務経験のある方

高等学校
卒業程度

一般行政事務
昭和62年４月２日以降に生まれた
方

教養試験
適性検査

土木技術 教養試験
専門試験建築技術

（※平成21年３月31日までに取得見込みの方を含む）
　 人材開発課　TEL22･4100（内線1202･1203）

＜広告欄＞
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保
育
園
・
幼
稚
園
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

お
子
さ
ん
の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入

園
を
考
え
て
い
る
方
へ
、
保
育
園
と
幼
稚

園
の
違
い
、
園
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
、
園
で

の
生
活
の
様
子
な
ど
の
内
容
で
子
育
て
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
第
３
会
議
室

●
講
師　

金
山
美
和
子
氏（
長
野
県
短
期

大
学
講
師
）

●
参
加
費　

託
児
１
名
に
つ
き
２
０
０
円

（
保
険
料
ほ
か
）

●
申
し
込
み　

７
月
９
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
神
科
第
二
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

神
科
第
二
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

TEL
21
・
１
２
２
２

自
然
の
香
り
を
楽
し
む
会

　

ハ
ー
ブ
の
効
用
・
楽
し
み
方
を
学
び
ま

す
。

●
期
日
／
内
容　
　

　

７
月
22
日
㈫
／
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

　

７
月
29
日
㈫
／
エ
キ
ナ
セ
ア

　

８
月
５
日
㈫
／
ボ
リ
ジ
・
セ
ー
ジ

●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
対
象　

市
内
在
住
の
３
回
す
べ
て
に
参

加
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
50
名

●
申
し
込
み　

７
月
７
日
㈪
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
ま
で
。

●
参
加
費　

無
料（
入
浴
を
さ
れ
る
方
は

別
途
入
浴
料
５
０
０
円
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

チ
ャ
レ
ン
ジ　

サ
マ
ー
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
・
サ
ラ
ダ
な
ど
を
作
り

ま
す
。

●
日
時　

８
月
10
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

●
受
講
者　

高
校
生
・
大
学
生
・
専
門
学

校
生
、
一
人
暮
ら
し
の
社
会
人

●
定
員　

25
名

●
材
料
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
髪
の
毛
を
覆
う

も
の

●
申
し
込
み　

８
月
４
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

さ
ん
か
く
講
座
仕
事
と
家
庭

（
育
児･

介
護
）の
両
立
支
援

　

企
業
独
自
の
制
度
・
事
業
に
つ
い
て
の

お
話
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
24
日
㈭
午
後
３
時
15
分
〜

５
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ･

ゆ
う

●
講
師　

堤
宏
記
氏（
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱

人
事
・
総
務
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
長
坂
広
子
氏（
㈶
21
世

紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所
長
）、
宮
尾

秀
子
氏（
子
育
て
応
援
団
ぱ
れ
っ
と
代

表
）

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
２
５
４
５

パ
ド
ル
体
操
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

適
度
な
弾
力
性
の
あ
る
、
長
さ
64
㎝
、

重
さ
２
０
０
ｇ
の
櫂か
い

の
形
を
し
た
パ
ド
ル

棒
を
握
っ
て
動
か
す
運
動
で
、
身
体
の
先

端
や
末
梢
神
経
ま
で
刺
激
を
与
え
ま
す
。

個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
て
行
う
の
で
無
理

な
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

真
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名（
申
し
込
み
不
要
、

参
加
費
無
料
）

　

真
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
72
・
３
８
７
７

丸
子
金
子
図
書
館

た
な
ば
た
お
は
な
し
会

　
「
お
は
な
し
回
転
木
馬
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
た
な
ば
た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
日
時　

７
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

●
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、

た
な
ば
た
の
飾
り
つ
け
、
ゲ
ー
ム
な
ど

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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丸
子
金
子
図
書
館　

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
先

生
に
な
り
、
昔
遊
び
の
物
づ
く
り（
ぶ
ん

ぶ
ん
ご
ま
、
水
鉄
砲
、
水
車
な
ど
）、
谷

川
遊
び（
谷
川
を
上
る
・
魚
つ
か
み
・
水

車
遊
び
・
魚
を
食
べ
る
）な
ど
を
学
び
ま

す
。夏
休
み
の
一
研
究
に
も
役
立
ち
ま
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬
午
前
８

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
ほ
か

●
対
象　

小
学
１
〜
５
年
生
で
３
日
間
と

も
参
加
で
き
る
児
童

●
定
員　

16
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
参
加
費　

１
５
０
０
円（
３
日
間
分
、

保
険
料
・
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
参
加
申

込
書
で
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

明日をひらいた上田の人々

小
お

河
がわ

　滋
しげ

次
じ

郎
ろう

（1863～1925)

方面委員（民生委員）制度の創設者

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

　

小
河
滋
次
郎
は
、
日
本
社
会
事
業

史
上
の
画
期
的
大
事
業
と
さ
れ
る
、

方
面
委
員
制
度（
今
の
民
生
委
員
制

度
）を
全
国
に
先
駆
け
て
生
み
出
し
た

人
で
、
文
久
３
年（
１
８
６
３
）に
上

田
藩
医
・
金
子
宗
元
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
後
に
小
諸
藩
士
・
小
河
直
行
の
養
子
と
な

り
、
兄
は
上
田
慈
善
会
を
創
立
、
お
い
も
医
業
に
携

わ
る
な
ど
、
人
を
大
切
に
す
る
家
系
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。

　

小
河
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
厳
し
い
人
、情
け
深
い
人
」

で
あ
り
、
十
代
後
半
の
こ
ろ
、
労
働
者
保
護
の
議
論

を
重
ね
た
時
の
こ
と
に
つ
い
て「
僕
の
運
命
は
そ
の

当
時
か
ら
す
で
に
弱
き
者
の
友
た
れ
と
い
う
こ
と
に

極
ま
っ
て
い
た
」と
自
身
が
心
中
の
思
い
を
述
べ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
後
に
、
監
獄
制
度
の
改
良
や

社
会
事
業
に
尽
力
し
た
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
７
年
８
月
、
米
騒
動
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
、
方
面
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
10

月
、
大
阪
府
方
面
委
員
制
度
が
公
布
さ
れ
、

そ
の
趣
意
書
に
は「
我
々
委
員
は
社せ
け
ん会
の

た
め
人
道
の
た
め
弱
き
人
や
不ふ

仕し

合あ
わ

せ
な

人ひ
と

達た
ち

の
味
方
と
な
っ
て
出で

来き

る
だ
け
犬け
ん

馬ば

の
労
を
惜

し
ま
ぬ
覚
悟
」と
あ
り
、
貧
し
い
人
々
、
苦
し
ん
で

い
る
人
に
適
し
た
救
済
方
法
を
与
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
し
た
。
小
河
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

「
其そ

の
仕
事
は
全
く
掛
け
値
な
し
の
捨
石
的
犠
牲
で

あ
り
、
縁
の
下
の
力
持
ち
」と
述
べ
、
ま
た
、「
住
民

の
家
計
状
態
の
調
査
や
救
済
指
導
を
行
う
に
は
男
子

よ
り
婦
人
が
適
任
で
あ
る
。
も
し
婦
人
の
力
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
今
以
上
立
派
な
成
績
を
修
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
婦
人
の
力
の
加
わ
ら
な

い
社
会
事
業
は
あ
た
か
も
塩
気
の
な
い
料
理
の
ご
と

き
も
の
」な
ど
と
社
会
福
祉
へ
の
女
性
の
進
出
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

大
正
14
年
４
月
２
日
、
病
の
た
め
62
歳
で
死
去
し

ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
故
・
山
極
勝
三
郎（
上
田
市

出
身
・
医
学
博
士
）は「
竹ち
く

馬ば

の
友
た
る
小し

ょ
う

生せ
い

の
驚
き

と
痛つ
う

惜せ
き

の
一
通
り
な
ら
ざ
る
次
第
」と
切
々
た
る
弔

辞
を
寄
せ
ま
し
た
。
小
河
滋
次
郎
を
讃
え
る
碑
は
、

上
田
城
跡
公
園
の
赤
松
小
三
郎
の
碑
の
隣
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

＜広告欄＞
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

講
座
・
俳
諧
の
歴
史
と

上
田
地
域
の
俳
人

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
内
の
小
空

間「
地
域
の
文
化
を
支
え
た
人
々
」コ
ー

ナ
ー
の
関
連
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

「
地
域
を
支
え
た
文
化
人
シ
リ
ー
ズ
講
座

パ
ー
ト
３
」の
第
２
回
目
は
、
上
田
地
域

の
俳
人
に
つ
い
て
で
す
。
な
お
、
日
程
が

当
初
の
６
月
28
日
㈯
か
ら
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

●
日
時　

７
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
講
師　

窪
田
英
治
氏（
上
田
染
谷
丘
高

等
学
校
教
諭
）

●
定
員　

30
名

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

長
野
病
院

第
30
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

７
月
19
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
３
階
講
堂

●
演
題
／
講
師　
「
Ｃ
型
肝
炎
の
過
去
・
現

代
・
未
来
」
／
中
辻
良
幸
氏（
消
化
器
科

医
長
）

●
参
加
費　

無
料（
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

各
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

応
募
資
格
は
、
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で

き
る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
で
す
。　

採
用
は
、
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
上
田
市
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
番
組
審

議
会

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

放
送
番
組
基
準
、
放
送
番
組
の
編
成
に

関
す
る
基
本
計
画
に
関
し
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

秘
書
課
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
に「
市
政
番
組
の
あ
り
方
」と
題
し

た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式

自
由
）を
添
え
て
、
秘
書
課
に
提
出
。

●
締
め
切
り　

７
月
16
日
㈬

　

秘
書
課　

TEL
23
・
５
１
４
９

◇
上
田
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協

議
会

●
募
集
人
員　

２
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
22
年
９
月

30
日

●
審
議
会
の
内
容　

少
子
化
に
関
す
る
こ

と
や
上
田
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
、
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に「
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）

を
添
え
て
、
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

に
提
出
。

●
締
め
切
り　

７
月
28
日
㈪

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課　

TEL
23
・
５
１
０
６

◇
上
田
市
保
育
検
討
委
員
会

●
募
集
人
員　

２
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年
９
月

30
日（
予
定
）

●
審
議
会
の
内
容　

今
後
の
保
育
の
あ
り

方
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調

査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

保
育
課
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
に「
保
育
園
に
求
め
ら
れ
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
」と
題
し
た
レ
ポ
ー

ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添

え
て
、
保
育
課
に
提
出
。

●
締
め
切
り　

７
月
28
日
㈪

　

保
育
課　

TEL
23
・
５
１
３
２

◇
公
民
館
運
営
審
議
会

●
追
加
応
募
資
格　

各
公
民
館
管
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
員　

公
民
館
ご
と
に
１
名

●
任
期　

10
月
１
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

公
民
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の
事
業

の
企
画
実
施
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

公
民
館
運
営
審
議
会
は
公

民
館
ご
と
に
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
各

公
民
館（
中
央
・
西
部
・
城
南
・
上
野

が
丘
・
塩
田
・
川
西
・
丸
子
・
真
田
・

武
石
）に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に「
私
が

考
え
る
公
民
館
の
役
割
」と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）

を
添
え
て
、
居
住
地
域
の
公
民
館
に
提

出
。

●
締
め
切
り　

７
月
28
日
㈪

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

◇
菅
平
高
原
自
然
館
等
運
営
協
議
会

●
募
集
人
員　

２
名

●
任
期　

９
月
１
日
〜
平
成
22
年
８
月
31

日
●
審
議
会
の
内
容　

菅
平
高
原
自
然
館
の

円
滑
か
つ
充
実
し
た
運
営
を
行
う
た
め

の
協
議
・
提
言
を
行
う
。

●
応
募
方
法　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

産
業
観
光
課
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に

「
菅
平
高
原
自
然
館
へ
の
提
言
」と
題
し

た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式

自
由
）を
添
え
て
、
真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
産
業
観
光
課
に
提
出
。

●
締
め
切
り　

7
月
28
日
㈪

　

産
業
観
光
課　

　
　

TEL
72
・
２
２
０
４

わ
っ
し
ょ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

７
月
26
日
の「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」の
準

備
・
運
営
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
中
で
す
。

　

上
田
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
事
務

局（

観
光
課
内
）

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
４
２
４
）

講
座
・
教
室
／
募
集
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

お知らせ
お
知
ら
せ

　税金は、福祉や教育、道路建設、防災、環境の整備など「まちづくりの財源」として、市民の皆さんの暮らしの中に
生かされています。
　市では、税負担の公平の原則、自主財源の確保の観点から、納税能力がありながら納税相談や納税催告に応じない
滞納者には、財産を差押さえ、これをインターネット公売などにより売却するなど、収納対策を強化しています。

市税は大切な自主財源
～差押財産をインターネットで売却しています～

　税金は、納期限までに納税者自身が自主的に納付す
ることが本来の姿です。納期限までに納付しないこと
を「滞納」と言います。市税を滞納した場合、納期限ま
でに納付した方との公平性を保つため、本来の税額の
ほかに延滞金を徴収するほか、市の租税債権を保全す
るため、次のような手順で「滞納処分」を行っています。

１　督促状などの送付
　　納期限を過ぎても納付が確認できない場合は、督

促状や催告書を送付します。
　　　↓
２　財産調査と差押え
　　それでも納付がない場合は、官公署、金融機関、

勤務先、取引先などへの差押さえすべき財産調査
を行います。

　差押対象財産とは
　・不動産（土地、建物など）
　・債権（給与・年金・預貯金・賃料の支払い請求権、

所得税還付金など）
　・動産（家具類・電化製品・宝石・骨

こっ

董
とう

品
ひん

・絵画など）
　・その他（自動車・機械類など）
　　　↓
３　差押財産の公売と売却代金
　　差押さえを受けても納付されない場合には、その

財産を売却（「公売」といいます）し、その売却代金
を税金の滞納分に充当します。なお、差押財産が
債権の場合には、直接取り立てが行われ、その金
銭が滞納市税に充当されます。

　やむを得ず期限内に納付ができない場合は、収納管
理課または地域自治センター収納担当者までご相談く
ださい。担当者が生活状況などをお聞きしたうえで、
納付計画づくりのお手伝いや納税相談に応じます。

売却件数 売却額 税への充当額
不動産 ５件 55,143,000円 24,155,000円
動　産 87件 1,989,000円 1,989,000円
合　計 92件 57,132,000円 26,144,000円

平成19年度　上田市の公売実績

過去、上田市からこのような物件を出品しています。

　上田市では平成17年度（旧真田町）からインターネッ
ト公売を行っています。インターネット公売の実施に
より、差押さえていた財産を容易に売却することがで
きるようになりました。また、従来売却できていたも
のもずっと高い価格で売却できるようになりました。
これにより税収増加に大きく役立っています。

　このほかにも、不動産、家具、インテリア用品、置物、
オブジェ、バイク、車、ブランド品、掛軸、絵画など
を出品し落札されました。

　 収納管理課　TEL23･5117　 市民生活課　TEL42･1208　 市民生活課　TEL72･0154　 市民生活課　TEL85･2827

こんなときは滞納処分の対象に インターネット公売とは

　インターネット公売（Yahoo! JAPAN）のシステムを
利用するため、期間中は日本全国からの入札が24時間、
携帯電話からも参加できます。行政機関が売却するた
め、安心して参加・購入していただけます。
　インターネット公売はほぼ毎月開催され、次回のイ
ンターネット公売は７月10日㈭から実施します。
　詳しくは市ホームページ、またはYahoo! JAPANホー
ムページから検索してください。

インターネット公売に参加しませんか

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

’08
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

　

10
月
１
日
㈬
か
ら
３
日
㈮
ま
で
松
本
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
高
齢
者
作
品
展
に

自
慢
の
作
品
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
出
品
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア

●
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工

芸
、
書
、
写
真

●
申
込
締
切　

８
月
20
日
㈬

●
申
込
方
法　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

（
TEL
23
・
５
１
３
１
）ま
た
は
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
担
当
課
窓
口
に
あ
る
所
定

の
出
品
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
高

齢
者
介
護
課
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
募
集
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
作
品
搬
入　

９
月
３
日
㈬
ま
で
に
上
田

市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
担
当
課
ま
で
。

　

㈶
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１

丸
子
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
の

夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

丸
子
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
期
間

中
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

●
仕
事
の
内
容　

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

補
助

●
募
集
要
件　

元
気
に
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
で
い
た
だ
け
る
方（
資
格
不
要
）。

●
勤
務
場
所　

丸
子
地
域
の
児
童
ク
ラ
ブ

●
雇
用
期
間　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
19
日

㈫（
土
・
日
曜
日
及
び
お
盆
中
は
休
み
）

●
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
時
給　

８
１
０
円

●
申
し
込
み　

履
歴
書（
要
写
真
）を
、
丸

子
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

　
　

TEL
42
・
０
１
４
４

子
ど
も
ご
み
探
険
隊
に

参
加
し
よ
う

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
東
御

市
）見
学
や
、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
で
空
き
缶

を
使
っ
た
工
作
や
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
な
が
ら
、
ど
う
し
た
ら
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
31
日
㈭
午
前
８
時
〜
午
後

４
時
10
分

●
集
合
場
所　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
エ
コ
・
ハ

ウ
ス
の
ど
ち
ら
か
へ
。

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

北
ア
ル
プ
ス
焼
岳
登
山

参
加
者
募
集

　

日
本
の
名
山
百
選
に
も
選
ば
れ
、
北
ア

ル
プ
ス
唯
一
の
活
火
山
で
あ
る
焼
岳
に

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
日
本
を
代
表
す
る

山
岳
景
勝
地
で
あ
る
上
高
地
を
、
山
頂
か

ら
見
下
ろ
す
眺
め
は
最
高
で
す
。

●
日
時　

８
月
３
日
㈰
午
前
５
時
30
分
〜

午
後
６
時
30
分

●
場
所　

焼
岳（
２
４
５
５
ｍ
）

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上（
た
だ
し
小

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

大
人
２
５
０
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
応
募
締
切　

７
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
武
石
公
民
館
ま
で
。

●
事
前
説
明
会　

７
月
25
日
㈮
午
後
７
時

30
分
よ
り
、
武
石
公
民
館
で
開
催
。
申

込
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

市
の
共
通
封
筒
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集

　

市
役
所
で
使
用
し
て
い
る
封
筒
の
裏
面

に
、
有
料
で
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け

る
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。
広
告
掲
載
に

あ
た
り
、
募
集
事
務
を
委
託
契
約
し
て
い

る
広
告
代
理
店
と
ご
相
談
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
枠
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
掲

載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
な

ど
、
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月
15
日
㈫
午
後
５
時
必

着
　

会
計
課　

TEL
23
・
５
１
３
３

募
集

募集

「うえだの四季」
写真コンテスト作品募集
夏の部「上田の夏まつり」

　「うえだの四季」写真コンテスト・夏の部
の応募作品を募集します。今回入賞した作
品は、年間を通じたコンテストの審査の対
象となります。皆さんの応募をお待ちして
います。
●応募作品　市内の祭り（イベント含む）、
花火大会を題材とした自作・未発表の写
真で、四つ切サイズにプリントしたもの
（四つ切ワイド不可、デジカメの場合はＡ
４可）。一人５点以内。

●募集チラシ　市役所商工課・観光課、各
地域自治センターにあります。
●応募締切　９月25日㈭
●応募先　市役所商工課・観光課
※詳しくは募集チラシをご覧ください。
　 商工課　TEL23･5395
　　 観光課　TEL23･5408

��



キラリ★輝くこどもたち！

K
IN
D
E
R
G
A
R
T
E
N
　
IN
T
R
O
D
U
C
T
IO
N

自
衛
官
の
募
集
と

採
用
説
明
会

●
募
集
項
目　

①
防
衛
大
学
校
学
生（
推

薦
）、
②
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）、

③
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、
④
２
等
陸

海
空
士（
男
子
）、⑤
２
等
陸
海
空
士（
女

子
）、
⑥
２
等
陸
海
空
士（
女
子
）、
⑦

一
般
曹
候
補
生
、
⑧
航
空
学
生
、
⑨
看

護
学
生
、
⑩
陸
上
自
衛
官（
看
護
）、
⑪

予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

●
受
験
資
格　

①
②
③
⑧
高
卒（
見
込
み
）

21
歳
未
満
、
④
⑤
⑥
⑦
18
歳
以
上
27
歳

未
満
、
⑨
高
卒（
見
込
み
）24
歳
未
満
、

⑩
看
護
師
免
許
を
有
し
、
保
健
師
・
助

産
師
免
許
を
有
す
る
方（
見
込
み
含
）で

36
歳
未
満
、
⑪
18
歳
以
上
34
歳
未
満

●
受
付
期
間　

①
９
月
５
日
㈮
〜
９
日

㈫
、②
③
⑨
⑩
９
月
８
日
㈪
〜
30
日
㈫
、

④
随
時
、
⑤
要
問
い
合
わ
せ
、
⑥
⑦
⑧

８
月
１
日
㈮
〜
９
月
10
日
㈬
、
⑪
７
月

22
日
㈫
〜
10
月
10
日
㈮

●
説
明
会
案
内　

７
月
12
日
㈯
／
野
沢
会

館
、
同
26
日
㈯
／
上
田
地
域
事
務
所
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所　

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

地域の中で育つ子どもたち

　中丸子保育園は、平成15年に丸子カネボウ跡地に移転
新築されました。遠くに浅間山を望み、近くには依田川が
流れ、四季折々の自然に恵まれた環境にあります。また、
川の向こう岸には丸子修学館高校野球部の練習場があり、
毎日元気なかけ声が聞こえてきます。
　現在、乳児から年長児まで園児数134名。延長保育や一
時保育も行っています。園内には子育て支援センターが併
設され、毎日未就園児が保護者の方と遊びに来ており、毎
月の園開放や交流事業を通じて、在園の子どもたちと交流
をしています。
　保育園の朝は、年長児の花や野菜への水やりから始まり
ます。今年度は、食育の一環として菜園活動に力を入れて
いて、５月に地域の方に教えていただきながら、土作り、

種まき、苗植え
をしました。育
てることで発見
したり驚いた
り、収穫の喜び
を味わったりし
て、命のつなが
りが感じられる
といいなと思っ
ています。
　また、自分が
生まれ育った地
域を知り、自然
の中での体験を
通して五感を豊

かにしてほしいとの願いから、たくさん散歩に出かけてい
ます。そのために、まず職員で下見をしたり、保護者の方
や近くにお住まいの方からお聞きしたりして、地域の良さ
やすばらしさを子どもたちに伝えていくことが大切だと考
えています。丸子の景勝地の一つである岩谷堂への散歩で
は、コウモリに出会いびっくり！ドキドキ体験をした子ど
もたちでした。
　これからも地域の方に温かく見守られている子どもたち
とともに、地域に根ざした保育園として成長していきたい
と思っています。

中
丸
子
保
育
園

「あの階段の上が岩谷堂…あっコウモリ！」

「
こ
う
や
っ
て
し
っ
か
り
掘
っ
て
植
え
る

ん
だ
よ
」「
た
っ
ぷ
り
水
く
れ
て
な
」

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうござい
ました。厚くお礼申し上げます（５月分）。
◇工藤佐輔・邦洋様　工藤家文書一括（年貢
割付状、宗門改め張、田畑貫高改め張ほか）
／地域歴史の貴重な史料として市立博物館
へ
◇小林幹男様　書籍「疏水百選　蓼科山麓の塩
沢堰」39冊／市内小中学校、各機関へ
◇小井圡昭二様 図書「目で見る世界の国々」
ほか26冊／北小学校図書館へ
◇風間正様　風間完画伯作さし絵原画計8,040
枚／池波正太郎真田太平記館の収蔵資料と
して
◇小林恭二様　水墨画50号１点「雪晴れの山
（子檀嶺岳）」／第六中学校開校20周年を記
念して
◇上田六文銭ロータリークラブ様　現金５万
円／小中学校での環境教育、環境保全活動
のために

��



◇上田市国民健康保険税の税率などが統一されました。
　合併協議に基づき、税率などが市内のすべての地域で統一されました。

◇後期高齢者支援金分が設定されました。
　平成20年度から75歳以上の方（65歳以上の一定の障がいのある方で長野県後期高齢者医
療広域連合の認定を受けた方を含む）の医療を支える長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
が創設され、この制度を若い世代の医療保険から支援する負担分が「後期高齢者支援金分」
です。

◇長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の創設に伴う、
　国保税の軽減措置があります。
●国保加入世帯の場合
①二人で国保に加入している世帯で、一人が長寿医療制度（後期高齢者医療制度）へ移行し、
一人が単身で引き続き国保に加入する場合は、「医療保険分」と「後期高齢者支援金分」の
世帯で負担する「平等割」が５年間、２分の１に軽減されます。

②世帯の所得に応じ、６割または４割の軽減を受けている国保の加入世帯の中に、国保か
ら長寿医療制度（後期高齢者医療制度）へ移行する方がいる場合でも、世帯構成や収入が
変わらなければ５年間は同じ軽減が受けられるようにその方も含めて軽減の判定をしま
す（ただし、世帯の構成や収入が変わった場合は、再度、軽減の適用を判定します）。

①、②の軽減については、申請の必要はありません。
●社会保険加入世帯の場合
　今まで社会保険に加入していた世帯で、例えば、夫が長寿医療制度（後期高齢者医療制
度）、その妻（被扶養者の方。ただし、65歳以上75歳未満の方）が新たに国保に加入する場合、
その方が負担する国保税が申請により下記の表のとおり２年間、減免されます。
該当される方には、申請書をお送りします。

 

◇特別徴収（年金からの天引き）が始まります。
　対象の方は、次の①から③のすべてに該当する方です。
①全員が65歳以上75歳未満の方のみの国保加入世帯（世帯主も国保加入）
②世帯主の年金の受給額が年間18万円（２か月で３万円）以上
③介護保険料と国保税の合計額が年金の受給額の半分以下
　特別徴収の方は、７・８・９月は納付書または、口座振替で今までどおり納付いただき、
10月支給分以降の世帯主の年金から、介護保険料と合わせて国保税が特別徴収（天引き）さ
れます。ただし、これまで国保税を滞納することなく納めている方、これからの国保税を
口座振替により納める方は申し出により特別徴収によらないことができます。

◇平成20年度の国保税の納税通知書は、７月中旬ごろに郵送します。
　納税にあたっては、便利で確実な口座振替をぜひご利用ください。　
　また、今年度から国保税も他の市税などと同様にコンビニエンスストアで納付ができま
す。手数料はかかりません。いつでも、どこでも、曜日や時間を気にすることなく納付で
きますのでご利用ください。納付書を持参して納付してください。

平
成
20
年
度
の
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税

合
併
協
議
に
よ
る
税
率
な
ど
の
統
一
と
、
４
月
か
ら
の
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
創
設
に
伴
い
、

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区分 所得割 資産割 均等割 平等割 賦課限度額

医療保険分 6.85％ 18％ 18,500円 18,500円 47万円

後期高齢者支援金分 1.7％ 5,000円 5,000円 12万円

介護保険分 2.4％ 5,000円 6,000円 9万円

所得割 資産割 均等割 平等割（注）

医療保険分 ２年間
全額減免

２年間全額減免 ２年間
２分の１に減免

２年間
２分の１に減免後期高齢者支援金分

（注）平等割の減免は、65歳以上75歳未満の被扶養者の方がお一人のみで国保に加入する場合の減免です。

　 国保年金課　TEL22・4100（内線1340・1341・1362・1366）
　　 市民生活課　TEL42・1053　 市民生活課　TEL72・0154　 市民生活課　TEL85・2827
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　 国保年金課　TEL22・4100（内線1365）
　　 市民生活課　TEL42・1053　
　　 市民生活課　TEL72・0154　
　　 市民生活課　TEL85・2827

国民年金　
年金保険料免除制度の
申請手続きを

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
次
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
平
成
20
年
度
の
申
請
を
７
月
１

日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
免
除
・
納
付

猶
予
の
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
の
１
年
間
で
す
。
な
お
、
継
続
申
請
を

希
望
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
、
社
会
保

険
事
務
所
で
前
年
の
所
得
を
審
査
し
て
、
承

認
を
受
け
る
と
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

「
全
額
免
除
」、「
４
分
の
３
免
除
」、「
半
額

免
除
」、「
４
分
の
１
免
除
」が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
で
き
、
保
険

料
免
除
制
度
と
同
様
に
社
会
保
険
事
務
所
で

審
査
し
ま
す
が
、
世
帯
主
の
所
得
審
査
を
必

要
と
し
な
い
制
度
で
す
。

　

学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
ま
た
は
納
付
書
な
ど
。
平
成
19
年
３
月

31
日
以
降
に
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と

き
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
か
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
い
ず
れ

か
が
必
要
で
す
。
コ
ピ
ー
可
。

　
◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
収
入
が
な
く
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
承

認
を
受
け
る
と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
中
の
保

険
料
は
、後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　

平
成
20
年
４
月
〜
21
年
３
月（
１
年
間
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
年

金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は

納
付
書
な
ど
。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の
窓口負担割合の判定基準が
変更になります

●窓口負担割合の判定基準の変更点

　平成19年中の収入または所得に基づき、平成20年８月１日付けで窓口負担の判定を行います。窓口負担割合（※）
が「１割から３割に変更」もしくは「３割から１割に変更」になる方には、新しい保険証を７月下旬に送付します。申
請の必要はありません。
（※）窓口負担割合とは、医療機関で診療を受ける場合に、被保険者が窓口で支払い時に負担する割合のことです。

　 国保年金課　TEL22・4100（内線1367・1368）

７月31日まで

➡
８月１日から

長寿医療制度（後期高齢者
医療制度）の加入者及び同
一世帯内の70歳から74歳
の方の所得と収入で判定

長寿医療制度（後期高齢者
医療制度）の加入者のみの
所得と収入で判定

●経過措置期間　平成20年８月～平成22年７月
※新しい判定方法により、新たに３割負担（現役並み所
得者／課税所得145万円以上）になる方のうち、世帯内
に他の長寿医療制度の加入者がいない方で、世帯の70
歳から74歳の方を含めた収入額が520万円未満の方は、
基準収入額適用申請（対象となる方には申請書を送付
します）により医療費が高額になったときの自己負担
限度額のみが「現役並所得者」ではなく「一般」の区分に
据え置かれます。詳しくは市役所国保年金課後期高齢
者医療係までお問い合わせください。

※国からの事務連絡により、身近で親しみやすい「通称」として
「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」と記載していきます。
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スケッチ
四つ葉

市民陸上カーニバル2008

上丸子商店街「まるこトットコ会」

地元密着
私たちがやるんだ

ジャーンプ
いまだ !追い越せー

月
８
日
に
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅

平
の
陸
上
競
技
場
で
、「
上
田

市
民
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
０
８
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
薄
曇
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
小
中
学
生
と
一
般

の
５
２
０
人
を
超
え
る
選
手
が
ト
ラ
ッ

ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目

で
競
い
合
い
、
全
天
候
型
の
競
技
場
で

記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
男
子
高
学
年
１
０
０
０
ｍ
競

走
に
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
出
身
の
ギ
ル
マ

選
手（
ス
バ
ル
富
士
重
工
所
属
）が
ゲ
ス

ト
参
加
。
余
裕
の
走
り
に
会
場
か
ら
大

き
な
声
援
が
飛
び
交
い
、
競
技
後
に
は

サ
イ
ン
を
求
め
る
ち
び
っ
子
選
手
に
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
行
な
わ
れ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
。

お
昼
に
は
応
援
の
家
族
や
学
校
の
友
だ

ち
同
士
で
お
弁
当
を
広
げ
、
初
夏
の
高

原
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
金
を
積
み
立
て
る
）を
利
用
し
、
ま

る
こ
ト
ッ
ト
コ
会
と
丸
子
中
央
小
学
校

の
６
年
生
や
父
母
ら
30
人
で
、
丸
子
公

園
に
芝
桜
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
今
回

用
意
で
き
た
苗
は
６
０
０
株
で
、
来
年

咲
く
の
を
楽
し
み
に
公
園
入
り
口
斜
面

に
植
え
ま
し
た
。
エ
コ
バ
ッ
ク
の
使
用

は
、
レ
ジ
袋
を
削
減
し
環
境
に
や
さ
し

い
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
の
活
動
で「
大
人
に

な
っ
て
も
地
元
を
思
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
込
め

て
芝
桜
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

き
商
店
主
が〝
ま
ち
を
元
気
に
し

よ
う
〞と
、
平
成
18
年
か
ら
活
動

し
て
い
る「
ま
る
こ
ト
ッ
ト
コ
会
」が
５

月
18
日
、
丸
子
温
泉
大
広
間
で「
ト
ッ

ト
コ
ス
ウ
ィ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

し
ま
し
た
。
上
丸
子
商
店
街
の
誇
る
４

人
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
、
日
ご
ろ
そ
れ
ぞ

れ
の
店
で
販
売
し
て
い
る
自
慢
の
ケ
ー

キ
、
和
菓
子
な
ど
21
種
類
を
用
意
し
、

親
子
連
れ
な
ど
の
参
加
者
と
対
話
し
な

が
ら
色
や
形
の
か
わ
い
ら
し
い
お
菓
子

を
作
っ
た
思
い
と
と
も
に
手
渡
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
６
月
７
日
に
は
、
昨
年
か
ら

ト
ッ
ト
コ
会
に
協
力
し
て
い
る
商
店
で

行
っ
て
き
た「
芝
桜
基
金
」（
ト
ッ
ト
コ

会
で
作
っ
た
専
用
の
エ
コ
バ
ッ
ク
を

使
っ
て
上
丸
子
商
店
街
で
買
い
物
を
す

る
と
、
店
が
芝
桜
の
苗
を
買
う
た
め
の

６

若
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武石で「羊の舌草刈り」

韓国の大学と高校が上田表敬訪問

荒れた農地を
再び畑に

の
親
子
３
頭
が
、
６
月
４
日
に
武

石
上
小
寺
尾
の
遊
休
荒
廃
農
地
へ

放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
数
年
前
か
ら
シ
カ
の
被
害
が
ひ
ど

く
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
り
荒
れ
て

学生のまち
新たな交流

月
３
日
、
大
韓
民
国
の
聖
潔（
ス

ン
ギ
ョ
ル
）大
学
と
一
信（
イ
ル
シ

ン
）女
子
高
校
の
代
表
団
が
上
田
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

聖
潔
大
学
は
首
都
ソ
ウ
ル
の
南
20
㎞

に
位
置
す
る
安
養（
ア
ニ
ャ
ン
）市
に
あ

り
、
学
生
数
７
０
０
０
人
以
上
の
私
立

総
合
大
学
で
す
。

　

一
信
女
子
高
校
は
首
都
ソ
ウ
ル
の
南

東
１
３
０
㎞
に
位
置
す
る
清
州（
チ
ョ

ン
ジ
ュ
）市
に
あ
り
、
生
徒
数
約
１
３

０
０
人
の
女
子
高
校
で
す
。

　

こ
の
日
、
両
校
は
長
野
大
学
と
学
術

交
流
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
す
る

協
定
の
締
結
を
行
い
、
続
い
て
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

聖
潔
大
学
チ
ョ
ン
・
サ
ン
ウ
ン
総
長

と
一
信
女
子
高
校
キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
ン
校

長
は
、「
今
回
の
訪
問
を
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
上
田
は
商
業
、
工
業
が
発

達
し
て
お
り
大
変
住
み
よ
い
ま
ち
と
感

じ
ま
し
た
。
帰
っ
た
ら
大
い
に
宣
伝
し

ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
日
韓
両
国
の
交
流
、
産
業
の

更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
輩

出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
ま
っ
た
農
地
。
そ
ん
な
農
地
を
復
元

し
、
再
び
畑
と
し
て
利
用
し
た
い
…
」。

　

今
回
、
農
地
を
借
り
て
い
る
宮
下
和

美
さ
ん（
腰
越
）と
武
石
地
区
営
農
活
性

化
委
員
会
な
ど
が
協
力
し
、
試
み
た
の

が「
羊
の
舌
草
刈
り
」で
す
。
約
２
ha
あ

る
荒
廃
農
地
を
０
・
３
ha
ず
つ
区
切
っ

て
電
気
柵
と
網
を
は
り
、
状
況
を
見
な

が
ら
場
所
を
移
転
し
、
10
月
ま
で
の
間

羊
た
ち
に
茂
っ
て
い
る
草
を
食
べ
て
も

ら
い
ま
す
。
荒
れ
た
農
地
の
解
消
だ
け

で
な
く
、「
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

獣
害
対
策
に
も
な
れ
ば
…
」と
関
係
者

の
期
待
も
高
ま
り
ま
す
。

　

放
牧
す
る
と
、
す
ぐ
に
草
を
食
べ
始

め
る
羊
た
ち
。手
作
り
の
小
屋
を
建
て
、

羊
を
迎
え
た
宮
下
さ
ん
は「
ジ
ャ
ム
を

作
る
た
め
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
す

る
予
定
で
す
。
順
調
に
い
け
ば
１
年
後

に
は
開
墾
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

羊

６

��



　

上
田
市
産
院
は
、
昭
和
27
年
５
月

1
日
、
北
大
手
町
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
43
年
８
月
７
日

に
現
在
地（
常
磐
城
五
丁
目
）に
移
転

し
、
約
40
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

産
院
に
は
一
般
病
床
が
20
床
、
未

熟
児
病
床
が
７
床
あ
り
、
３
人
の

医
師
と
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
薬
剤
師
な
ど
合
計
43
人
が
従
事

し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
一
般

周
産
期
医
療（
※
１
）を
提
供
し
て
い

ま
す
。

●
上
田
地
域
の
産
科
と

　

上
田
市
産
院
の
状
況

　

上
田
地
域
の
出
産
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
長
野
病

院
の
産
婦
人
科

医
師
引
き
揚
げ

問
題
な
ど
、
周

産
期
医
療（
※

２
）提
供
の
危

機
に
面
し
て
い

ま
す
。
平
成
18

年
度
に
お
け
る

市
内
医
療
機
関

で
の
分
娩
件
数

は
１
９
０
０
件

を
超
え
て
お

り
、
更
に
厚
生

労
働
省
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
上

小
地
域
の
医
師

一
人
当
た
り
の

出
生
数
は
１
７
８
・
９
人
と
、
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
県
内
で
も

二
番
目
の
多
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
産
院
の
必
要
性

　

こ
れ
ま
で
上
田
地
域
で
は
、
長
野

県
保
健
医
療
計
画
に
示
さ
れ
た
機
能

分
担
と
連
携
に
基
づ
い
て
、
産
院
と

二
つ
の
民
間
医
療
機
関
に
よ
り
一
般

の
周
産
期
医
療
が
担
わ
れ（
一
部
長

野
病
院
で
も
担
っ
て
い
ま
し
た
）て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
・
高
度
の
リ

ス
ク
を
と
も
な
う
異
常
分
娩
に
つ
い

て
は
、
主
に
長
野
病
院
を
中
心
に
佐

久
総
合
病
院
や
篠
ノ
井
総
合
病
院
な

ど
が
対
応
し
、
更
に
高
度
な
医
療
が

必
要
な
場
合
は
、
県
立

こ
ど
も
病
院
や
信
州
大

学
附
属
病
院
な
ど
に
お

い
て
医
療
提
供
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
長
野
病
院

で
は
産
婦
人
科
の
見
通

し
が
不
透
明
な
状
況
か

ら
分
娩
予
約
を
休
止
し

て
い
ま
す
の
で
、
現

在
、
産
院
、
上
田
原
レ

デ
ィ
ー
ス
＆
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

角
田
産
婦
人
科
医
院

で
、
通
常
扱
っ
て
い
る

分
娩
件
数
に
加
え
て
、

長
野
病
院
の
扱
っ
て
い

た
約
２
０
０
件
ほ
ど
の

正
常
分
娩
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
院
は
地
域
内
で

取
り
扱
う
出
産
の
35
％
を
担
っ
て
お

り
、
周
産
期
医
療
体
制
を
つ
く
る
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
医
療
機
関

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
産
院
の
取
り
組
み

　

産
院
で
は
、
平
成
12
年
８
月
に
、

ユ
ニ
セ
フ
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る「
赤
ち
ゃ

ん
に
や
さ
し
い
病
院
」の
認
定
を
受

け
、「
母
乳
育
児
」の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中

で
現
状
の
医
師
の
負
担
を
で
き
る
だ

け
軽
く
す
る
こ
と
や
、
妊
婦
さ
ん
に

私たちの医療を
守るために
❸産院の取り組みと今後の方向性

Feature

私たちの医療を守るために、これまで全国的
な医師の不足状況やなぜ医師不足が起きてい
るのか、また医師確保に向けた取り組みをお
伝えしてきました。今回は、地域の周産期医
療を守る上田市の取り組みとして、産院の現
状や今後の方向性についてお伝えします。

医療圏 佐久 上小 諏訪 上伊那 飯伊 木曽
人　数 137.5 178.9 83.7 198.1 146.3 112.5
医療圏 松本 大北 長野 北信 県平均 全国平均
人　数 66.1 113.8 131.0 121.7 109.2 108.4

広域圏別の医師一人当たりの分娩取扱件数（平成18年）

医療機関 上田市産院 その他 合　計
件　数 688 1,256 1,944

上田地域内の分娩取扱件数（平成18年度）

助産師外来室の様子

��



対
し
て
、
き
め
細
か
で
質
の
高
い
母

子
ケ
ア
を
行
う
た
め
、２
月
か
ら「
助

産
師
外
来
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
産
院
の
移
転
改
築

　

産
院
は
昭
和
43
年
に
建
設
さ
れ
て

か
ら
40
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
必
要
な
修
繕
を
行
い
、
医

療
機
器
を
更
新
し
て
き
ま
し
た
が
、

利
用
者
に
満
足
の
い
く
医
療
環
境
を

提
供
し
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
の

要
望
、
上
田
市
議
会
地
域
医
療
対
策

特
別
委
員
会
か
ら
の
提
言
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
産
院
存
続
の
方
向
で

一
致
し
て
お
り
、
併
せ
て
快
適
で
働

き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
医
師
確

保
を
図
る
糸
口
と
な
る
た
め
に
、
産

院
の
移
転
改
築
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら「
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し

い
病
院
」と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

高
度
周
産
期
医
療（
※
３
）機
関
な
ど

と
の
連
携
を
図
り
、
安
全
で
安
心
し

て
お
産
の
で
き
る
医
療
施
設
と
す
る

こ
と
を
基
本
的
な
構
想
と
し
て
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

平成20年６月市議会定例会
市長提案説明　－抜粋－

　安心して安全なお産をするために必要不可欠な、周
産期医療の確保に対する取り組みについて申し上げま
す。

－中略－
　一次医療の一翼を担う産院についても長野病院と同
様に検討し、明確な位置づけをしていく必要があるも
のと考えております。
　これまでも産院は、地域の周産期医療確保のため欠
くことのできない施設であると申し上げてまいりまし
たが、ご承知のとおり老朽化が著しく、必要な修繕や
機器の更新を行ってはいるものの、利用者に対する
サービスの提供等を考慮すると数年後には建替えが必
要になると言わざるを得ない状況であります。
　また、平成20年３月市議会定例会において、熱心
にご議論をいただいた地域医療対策特別委員会からの
ご提言も踏まえ、安心して未来を担う子どもたちを産
み、育てる環境を守ることは、市政の舵取りを託され
た私の使命であるとの結論に至り、このたび産院の移
転改築を進めることを決断いたしました。
　今後、関係する皆さんのご意見も伺い、医師確保の
不透明さも考慮しながら産院のあり方について慎重に
検討を進めてまいりますので、市民の皆さん並びに議
員各位のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　 健康推進課　TEL23・8244

用語の解説
※１「一般周産期医療」：リスクの低い帝王切開を
含む正常分娩や妊婦健診を含めた通常の分娩前
後の診療に対応する医療

※２「周産期医療」：周産期とは妊娠22週から生後
満７日未満までの期間をいい、合併症妊娠や分娩
時の新生児仮死など、母体・胎児や新生児の生
命に関わる事態が発生する可能性がある。周産
期の前後を含めたこの期間に、産科、小児科双
方から母体・胎児や新生児を総合的に管理して
母と子の健康を守ることを「周産期医療」という。

※３「高度周産期医療」：高度な医療設備とスタッ
フが整備され、胎児異常や新生児異常、ハイリ
スク母体等に対応する医療

　私の今回の決断の原点は、２年前市産院の医師
不足から存続か廃院かの課題に直面し、「存続さ
せる」との結論を出したことにあります。
　加えて、市民の取り組み、議会からの要請そし
て、未来を見据えての決断でありました。
　今後、地域や住民のため私共は全力で行動する
決意です。　　　（平成20年６月17日　上田市長）

市長のひとこと

ら
整
備
計
画
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。

●
地
域
に
欠
く
こ
と
の

　

で
き
な
い
産
院

　

地
域
の
周
産
期
医
療
提
供
体
制
を

確
立
す
る
に
は
、
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
に
応
じ
た
役
割
分
担
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
産
院
は
、
上

田
地
域
で
正
常
分
娩
を
主
に
扱
う
一

般
周
産
期
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域

の
産
科
体
制
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

長
野
病
院
に
お
い
て
高
度
周
産
期

医
療
が
提
供
で
き
な
い
状
況
で
は
、

一
般
周
産
期
医
療
の
崩
壊
だ
け
は
何

と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
産
院
は
、
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
を
図
り
、
し
っ
か
り

と
上
田
地
域
の
一
般
周
産
期
医
療
を

支
え
て
い
き
ま
す
。

医師・助産師
募集中

詳しくは産院までお問い合わせください。
　上田市産院　TEL22・1573
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人口：160,612人　男：78,594人　女：82,018人　世帯数：61,639戸　外国人登録者数：5,301人　男：2,563人　女：2,738人

人の動き （平成20年6月1日現在）

信濃国分寺の初夏の風物詩になっている「蓮
はす

のフェスタ」が開催されます。
当日は、大正大学雅楽部のコンサート（本堂内にて午前10時～11時ごろ）や
国分寺住職による蓮の鑑賞説明会（本堂内または蓮田にて午前11時ごろ）の
ほか、蓮のグッズ販売、草花・農産物・食料品の販売、蓮茶・蓮酒・抹茶・
そうめんのサービスなどを予定しているとのこと。ご家族やお友達と鑑賞
に訪れてみてはいかがでしょう。蓮は例年７月上旬から８月下旬までが見
ごろです。

●日時　７月13日㈰午前10時～午後２時ごろ
●場所　信濃国分寺境内および蓮田周辺
　信濃国分寺　TEL24・1388

蓮のフェスタ
提供／信濃国分寺

し
き
お
り
お
り
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